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参加者募集参加者募集！！

編集室からひとことEditorial

平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／37,550人（－34）
　男性／17,605人（－13）
　女性／19,945人（－21）
■世帯数　14,453戸（－1）
※（ ）は、前月との比較

平成20年10月1日現在

　９月27日・28日に開催さ
れた「ひらどツーデーウォー
ク2008」からの一コマ。生月
町の大バエ灯台では、360度
に広がる雄大な景色に参加者
のみなさんは大感動。みなさ
ん足を止めて、記念写真を撮
っていました。ひらどツーデ
ーウォーク2008の様子は、
19ページのまちのできごと
特別版で紹介しています。

　「裁判」について考えたこ
とがありますか？いよいよ
来年５月にスタートする裁
判員制度。この制度は、国
民のみなさんの中から裁判
員が選ばれ裁判官と一緒に
なって裁判に参加する制度
です。選挙権を持つ人なら
どなたでも裁判員として選
ばれる可能性があります。
今月号では、この裁判員制
度にクローズアップして特
集を組みました。この機会
にぜひ市民のみなさんもご
一読ください。

　９月27日、生月で行わ
れた「ひらどツーデーウォ
ーク2008」の７kmコース
に子どもと一緒に参加しま
した。ガスパル様、山田教
会、生月観音などの建造物。
それに加えて、海や島、ア
ゴ漁の船が作り出す風景の
すばらしさに出会い感動し
ました。みなさんも秋晴れ
の日に生月を訪れてみては
いかがですか。きっと素晴
らしい感動が待っているは
ずです。できればウォーキ
ングで！ 石

　申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課社会体育班、
教育委員会各分室、各公民館に準備しています。

■申込み・お問い合わせ

■申込方法

12月14日

申込締切日／11月21日（金）必着

たびら中瀬草原クロスカントリー大会実行委員会
（教育委員会田平分室内)　☎57‐0207

■種　目

■参加料

1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）
1.5Km　小学４年男子・女子、小学５年男子・女子、
　　　　小学６年男子・女子
2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）
3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女子、
　　　　一般女子、壮年男子（40歳以上）
5.0Km　高校男子、一般男子　

一般・壮年・ファミリー１組（２人）　1,500円
高校生　800円、小・中学生　500円

受　付／午前８時開始
開　会／午前９時～
ところ／中瀬草原（田平町大久保免）

第11回第11回第11回

たびら中瀬草原クロスカントリー大会たびら中瀬草原クロスカントリー大会たびら中瀬草原クロスカントリー大会
玄界灘を望む草原を駆け抜けてみませんか！

日 参加者募集！！

参
加
記
念
に
ハ
イ
！
チ
ー
ズ
！

　
　
　

〜
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
８
〜

参参参参
加加加
記記記
念念念
ににに
ハハ
イイ
！
チチ

ズズ
！

〜
ひひ
らら
どど
ツツ
ー
デ
ー
ウウ
ォォ
ー
クク
２２
００
００
８８
〜〜

参
加
記
念
に
ハ
イ
！
チ
ー
ズ
！

　
　
　

〜
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
８
〜

生
月
の
景
色
に

生
月
の
景
色
に

　　　　　

感
動
し
ま
し
た
！

　　　　　

感
動
し
ま
し
た
！

生
月
の
景
色
に

　　　　　

感
動
し
ま
し
た
！



裁判員制度が始まります
平成21年５月21日スタート

裁判員制度って何？

「国民が裁判に
　　　　参加する制度です」

裁判員制度Ｑ＆Ａ
まるごと早わかり！

知って
納得！

Ｑ1 裁判員制度はなぜ導入されたの？

SCENE01　裁判員制度について教えて

Ｑ2 誰でも裁判員になることができるの？

Ｑ3 仕事や育児などで裁判員を辞退できるの？

『長崎地方裁判所』
／〒850-8503
　　長崎市万才町9-26
　☎095-822-6151

最高裁判所　裁判員制度ウェブサイト
http://www.saibanin.courts.go.jp

　これまでの裁判は、検察官や弁護士、裁判
官という法律の専門家が中心となって行われ
てきましたが、その結果、専門的な正確さを
重視する余り審理や判決が国民のみなさんに
とって理解しにくいものであったり、審理に
長時間を要する事件があったりしたため、刑
事裁判は近寄りがたいという印象を与えてき
た面があったと考えられます。
　そこで、この度の司法制度改革の中で、国
民の司法参加制度の導入が検討され、裁判官
と国民のみなさんから選ばれた裁判員が、そ
れぞれの知識経験を活かしつつ一緒に判断す
ることにより、より国民のみなさんの理解し
やすい裁判を実現することができるとの考え
のもとに裁判員制度が提唱されたのです。

　衆議院議員の選挙権を持つ人であれば、原
則として裁判員になることができます。裁判
員になるために特別な資格は必要ありません。
例外的に裁判員になることができないのは、
裁判員法が定める欠格事由に該当する人（国
家公務員となる資格のない人など）、就職禁
止事由に該当する人（行政機関の幹部職員、
法曹関係者など）、審理される個別の事件と
一定の関係のある人（被告人または被害者の
親族など）、そのほか、不公平な裁判をする
恐れがあると認められた人です。

　裁判員を辞退することは原則として認めら
れませんが、裁判員法が定める事由に該当す
る人は、例外的に辞退を申し出ることができ
ます。具体的には、年齢が70歳以上の人、会
期中の地方公共団体議会の議員、学生、生徒
などは辞退を申し出ることができます。同居
している親族の介護や養護や育児で裁判員の
職務を行うことが困難な場合にも、辞退の申
し出ができます。また、「仕事が忙しいから」
という理由で辞退することはできませんが、
その人が用務を処理しなければ事業に著しい
損害が生じる恐れがある場合には、辞退を申
し出ることが認められます。

「52」。この数字が何だかわかりますか？
平成21年５月21日から、いよいよスタートする「裁判員制度」。
裁判員制度とは、国民のみなさんから選ばれる裁判員が、
刑事裁判に参加する制度です。
６人の裁判員と３人の裁判官が、
ともに刑事裁判に立ち会い、被告人が有罪か無罪か、
有罪の場合どのような刑にするかを判断します。
平戸市では、平成21年度、52人が裁判員候補者として選ばれます。
いよいよ間近に迫ったこの制度、
今月は、この「裁判員制度」について詳しくご紹介します。

■シンボルマークの意味
　２つの円は「裁判官」と「裁判員」を表し
ており、２つの円が交わることで協力し
合う姿勢を表しています。
　また、「∞」（無限大）を表現しています。
法律を熟知した専門家である裁判官と、
一般国民の代表である裁判員が協力し合
うことで生じる効果が無限大であること
を表しています。
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の
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平
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市
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市
）

に
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ま
す
。　

裁判員裁判対象事件数

2,643件

全国の地方裁判所における
刑事通常第一審事件数

97,826件

裁判員裁判の対象事件
（平成19年）
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判
決
内
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が
決
ま
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と
、
法
廷
で
裁
判

長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。
判
決
の
宣

告
は
、
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員
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立
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が

行
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す
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裁
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そ
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は
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、
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ま
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ま
す
。

SCENE02　裁判員になったら・・・

裁判員はこうして選ばれます

「平戸市の裁判員候補者は、52人です。
　県全体で、約2,000人の候補者が選ばれます」

裁判員制度Ｑ＆Ａ

Ｑ4

まるごと早わかり！

知って
納得！

審理が終わるまでに何日ぐらいかかるの？

Ｑ5 勤務先から解雇される心配はないの？

Ｑ6 専門知識がなくても裁判員は務まるの？

最高裁判所　裁判員制度ウェブサイト
http://www.saibanin.courts.go.jp

POINT
調査票を活用し、明らか
に裁判員になることがで
きない人や１年を通じて
辞退事由が認められる人
は、裁判所に呼ばれるこ
とはありません。

POINT

質問票に基づいて辞退が
認められた人は、呼び出
しを取り消されることに
なり、裁判所に呼ばれる
ことはありません。

POINT
この段階において、裁判
員になれない理由のある
人や辞退が認められた人
は、候補者から除外され
ます。また、検察官や弁
護人の請求により、候補
者から除外されることも
あります。

POINT
平戸市の平成21年の裁
判員候補者は52人で、
すでに長崎地方裁判所へ
（県内の候補者を取りま
とめるため）名簿が送付
されています。

各地方裁判所ごとに、管内の市町村の選挙管理委員会がくじで選んで作
成した名簿に基づき、翌年の裁判員候補者名簿を作成します。

裁判員候補者名簿に記載されたことを該当者に通知します。この段階で
はすぐに裁判所へ行く必要はありません。また、就職禁止事由や客観的
な辞退事由に該当しているかどうかなどを尋ねる「調査票」を送付します。

くじで選ばれた裁判員候補者に、質問票を同封した選任手続期日のお知
らせ（呼出状）を送ります。裁判の日数が３日以内の事件（裁判員裁判対
象事件の約７割）では、１事件当たり50人程度の裁判員候補者にお知ら
せを送る予定です。

裁判員候補者のうち、辞退を希望しなかったり、質問票の記載のみから
では辞退が認められなかった人は、選任手続きの当日、裁判所へ行くこ
とになります。裁判長は候補者に対し、不公平な裁判をする恐れの有無、
辞退希望の有無・理由などについて質問をします。候補者のプライバ
シーを保護するため、この手続きは非公開となっています。

最終的に事件ごとに裁判員６人が選ばれます。

事件ごとに、裁判員候補者名簿の中からくじで裁判員候補者を選びます。

裁判員候補者名簿を作成します1

調査票とともに候補者に通知2

事件ごとに名簿の中から、くじで裁判員候補者が選ばれます　3

選任手続期日のお知らせ（呼出状）・質問票の送付4

6人の裁判員を選任6

裁判所で、候補者の中から裁判員を選ぶための手続き5

裁判員はどんな仕事をするの？

「みなさんの良識で、
　　　　裁判に参加します」

◎
公
判
手
続（
公
開
）

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と
一

緒
に
、
刑
事
事
件
の
審
理（
公
判
）に
出
席

し
ま
す
。
公
判
は
、
で
き
る
限
り
連
続
し

て
開
か
れ
ま
す
。

　

公
判
で
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た

物
や
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証
人
や

被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

裁
判
員
か
ら
、
証
人
な
ど
に
質
問
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◎
評
議
・
評
決（
非
公
開
）

 　

証
拠
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑

に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に
議

論
し（
評
議
）、
決
定
す
る（
評
決
）こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
一
致
の
結

論
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
評
決
は
、
多
数

決
で
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
有
罪
で
あ

る
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
、
裁

判
員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
名
以
上
を
含
む
過
半

数
の
賛
成
が
必
要
で
す（
こ
れ
に
よ
っ
て

有
罪
と
な
ら
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
無
罪

に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を
決

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
評
議
に
参
加
し
た

裁
判
官
、
裁
判
員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
名
以
上

の
意
見
を
含
む
過
半
数
の
意
見
に
な
る
ま

で
、
被
告
人
に
最
も
不
利
な
意
見
の
数
を

順
次
利
益
な
意
見
の
数
に
加
え
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁

判
員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

　事件によって異なります。犯罪事実に争い
がない事件の場合には１日で終わることもあ
りますが、争いのある事件の場合には、２日
間以上にわたると思われます。なお、今般、
刑事訴訟法の改正により、審理に２日間以上
を要する事件については、できる限り連日開
廷して審理を行わなければならないことが定
められました。そして、裁判員が審理に参加
する事件は、第１回公判前に、新設された公
判前整理手続きを行い、あらかじめ争点およ
び証拠を整理して連日開廷に備えることとさ
れています。したがって、市民のみなさんが
裁判員として審理に参加する事件では、争い
のある事件でも数日間で審理が終わることが
多いものと見込まれます。

　そのような心配はありません。労働基準法
第７条は、労働者が「公の職務」を執行するた
めに必要な時間を請求したときには、使用者
はこれを拒んではならないことを定めていま
す。そして、裁判員の職務も「公の職務」に当
たりますので、裁判員としての職務が終わる
までは職場を離れることが認められなければ
なりません。裁判員法も、労働者が裁判員の
職務を行うために休暇を取得したことなどを
理由として労働者に対して解雇その他の不利
益な取り扱いをしてはならないことを明記し
ています。

　裁判員が判断の権限を持つのは、①犯罪事
実などの認定、②認定した事実の法律への当
てはめ、③有罪の場合における刑の種類と量
の決定の３点です。そして、法律への当ては
めの前提となる解釈は裁判官から裁判員に示
されますし、事実の認定や刑の決定は本来的
に専門的な知識が必須とされるものではあり
ません。市民のみなさんの多種多様な知識や
経験が発揮されることが期待されているので
す。したがって、法律に関する専門知識がな
くても、裁判員の職務は十分に務まります。

11月下旬～ 12月上旬

10月中旬

原則、裁判の６週間前まで

裁判の当日

１年間で裁判員
または補充裁判員
になる確率は・・・

１年間で
裁判員候補者に
なる確率は・・・

約5,000人に１人
（補充裁判員を２人選ぶと仮定した場合）

約400人～800人に１人
（１件当たり50人～100人選ぶと仮定した場合）

裁判員などになる確率裁判員などになる確率裁判員などになる確率
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SCENE03　裁判員の義務と保障

　裁判員は、評議の秘密や、評議以外の職務
上知り得た秘密について、守秘義務を負って
おり、これらを外部に漏らしてはなりません。
したがって、評議の秘密や、その他の守秘義
務の対象となる秘密を家族や友人に話すこと
はできません。しかし、裁判員の任務を果た
した一般的な感想などを話すことは守秘義務
に触れるものではありませんので、可能と考
えられます。

　裁判員が、その職務を果たすために、裁判
所と自宅の間を行き帰りする途中で交通事故
などにあった場合、国家公務員災害補償法に
よる補償を受けることができます（裁判員は、
非常勤の裁判所職員として扱われるからで
す）。
　また、裁判員候補者として裁判所に出頭さ
れる人についても、同様に補償を受けること
ができます。

　現職の裁判員や、裁判員であった人のプラ
イバシーは守られます。裁判員法は、裁判員
などの氏名、住所、その他の個人を特定する
に足りる情報を公にしてはならないことを明
記しています。過去に裁判員などであった人
を特定する情報も、本人が同意しない限り、
公にされません。
　また、裁判員が事件関係者から危害を加え
られることがないよう、裁判員法は、さまざ
まな定めを設けています。まず、裁判員やそ
の親族などの生命、身体、財産に危害が加え
られる恐れがある場合には、裁判官だけで構
成される合議体によって審理が行われること
があります。裁判員裁判では、何人も事件に
関連して裁判員などに接触することは禁止さ
れていますし、さらに、裁判員や、これらの
職にあった人、またはその親族に対して、面
会、文書送付、電話、その他方法を問わず威
迫行為を行った人に対しては罰則が定められ
ています。

裁判員制度Ｑ＆Ａ
まるごと早わかり！

知って
納得！

Ｑ7 裁判内容を家族や友人に話してもいいの？

Ｑ8 裁判員が裁判所の行き帰りに交通事故などに
あった場合、補償を受けられますか？

Ｑ9 裁判員のプライバシーや身の安全は
守られますか？

私の視点、私の感覚、
　　私の言葉で参加します。

【裁判員制度キャッチフレーズ】

最高裁判所　裁判員制度ウェブサイト
http://www.saibanin.courts.go.jp

◎
裁
判
員
制
度
に
参
加
し
や
す
い

　

職
場
環
境
の
整
備
を

　

選
ば
れ
た
裁
判
員
が
、
対
象
と
な
る
裁

判
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
休
暇
を
取

る
こ
と
は
、
法
律（
労
働
基
準
法
第
７
条
）

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
た
め

に
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇

や
減
給
な
ど
の
不
利
益
な
扱
い
を
す
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
法
律
上
の
定
め

が
あ
っ
て
も
、
裁
判
員
制
度
に
参
加
す
る

た
め
の
休
暇
を
と
り
や
す
い
職
場
環
境
で

な
け
れ
ば
従
業
員
が
参
加
を
た
め
ら
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
良
識
を
裁
判
の
内
容
や
手
続

き
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員
制
度
の

趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
の
広
い
範
囲
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
会
社
や
団
体
な
ど
で
、

選
ば
れ
た
従
業
員
な
ど
が
裁
判
に
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
も
ら
う
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
従
業
員
の
経

済
的
な
負
担
な
ど
を
考
え
る
と
、
裁
判
員

な
ど
に
な
る
場
合
の
特
別
な
有
給
休
暇
制

度
を
導
入
し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
裁
判
員
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
裁
判
員

制
度
に
参
加
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
５
月
に
裁
判
員
制
度
が
始
ま

る
こ
と
に
伴
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広

く
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
種
団
体
な

ど
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
種
会
合
な
ど
の

日
程
に
合
わ
せ
て
裁
判
所
か
ら
説
明
な
ど

に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
少
人
数
で
あ
っ
て

も
裁
判
所
ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、

随
時
、
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
裁
判
官
ま
た
は
職
員
に

よ
る
説
明
の
ほ
か
、
広
報
用
映
画
な
ど

（
約
25
分
か
ら
70
分
ま
で
数
種
類
あ
り
ま

す
）の
上
映
も
で
き
ま
す
の
で
、
会
合
や

研
修
な
ど
の
時
間
に
合
わ
せ
て
実
施
で
き

ま
す
。

　

説
明
会
を
希
望
す
る
団
体
は
、
長
崎
地

方
裁
判
所
平
戸
支
部
庶
務
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

長
崎
地
裁
平
戸
支
部
庶
務
課

　

☎
22‐

２
０
０
４

３日以内は

約５割

２日以内は

約２割

５日以内は

約２割

６日以内は

約１割

裁判にかかる日数、３日以内が約７割
想定される裁判日数

「国民のみなさんの知識や経験を
　　　　　これからの裁判に活かしてください」

◎取り扱う主な事件
民事訴訟（地 44・簡 217）、民事調停（283）、破
産（81）、個人再生（8）、不動産競売（31）、債権
執行（112）、支払督促（307）、家事審判（328）、
家事調停（48）、人事訴訟（2）、刑事公判事件
（地 27・簡 4）、略式命令（167）

〒859-5153
 平戸市戸石川町 460
☎22-2004

長崎地方・家庭裁判所平戸支部
平戸簡易裁判所

◎
日
当
お
よ
び
旅
費
に
つ
い
て

　

裁
判
員
に
は
、
日
当
と
旅
費
が
支
給
さ

れ
る
ほ
か
、
裁
判
所
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
る
な
ど
、
裁
判
員
と
し
て
の

職
務
を
果
た
す
た
め
に
自
宅
以
外
に
宿
泊

す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
宿
泊
費
も

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
裁
判

員
に
選
ば
れ
た
人
に
で
き
る
だ
け
経
済
的

な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
日　

当（
１
日
当
た
り
）

　

日
当
の
額
は
、
選
任
手
続
き
や
審
理
・

評
議
な
ど
の
時
間
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。

▼
裁
判
員
候
補
者
・
選
任
予
定
裁
判
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
０
円
以
内

▼
裁
判
員
・
補
充
裁
判
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
内

○
旅
費
お
よ
び
宿
泊
費

　

長
崎
地
方
裁
判
所
ま
で
の
旅
費
と
し
て
、

鉄
道
賃
お
よ
び
船
賃
の
実
費
相
当
額
、
そ

の
他
の
区
間
の
路
程
賃（
１
㎞
当
た
り
37

円
）が
支
払
わ
れ
ま
す
。
宿
泊
費
は
、
裁

判
員
と
し
て
審
理
に
参
加
す
る
期
間
中
、

宿
泊
費
が
必
要
な
場
合
に
、
１
泊
当
た
り

７
８
０
０
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
計
算
例【
平
戸
市
か
ら
参
加
す
る
場
合

（
審
理
に
３
日
間
要
す
る
と
仮
定
）】

　

往
復
の
交
通
費
、
前
泊（
移
動
日
）＋
審

理
期
間
中
の
宿
泊
＋
後
泊
の
４
泊
分
の
宿

泊
費（
７
８
０
０
円×

４
泊
＝
３
万
１
２

０
０
円
）と
日
当（
移
動
・
選
任
手
続
き
や

審
理
・
評
議
な
ど
の
時
間
に
応
じ
て
変

動
）が
支
払
わ
れ
ま
す
。

裁判員になったら交通費などは自己負担？

「お住まいの地域によって
　　交通費などを支給します」

※（ ）内の数値は平成 19 年度の受理件数

　日本の司法制度にとって大きな意義
を持つ裁判員制度がまもなく始まりま
す。今回52人という具体的な数字を
目にされて、より現実感をお持ちに
なった人もおられると思います。
　この制度に対して、国民のみなさん
から「法律に関する専門知識がないか
ら」「人を裁くのに抵抗がある」といっ
たご意見が寄せられています。
　裁判では、直接経験していない過去
の事実について、その事実の有無をさ
まざまな証拠により判断していただく
ことになりますが、それは、みなさん
が普段、常識や経験を基に判断してい
ることと同じものなのです。
　たとえば子どもが壁に落書きすると
ころを見ていなかったお母さんは、兄
弟のうち誰が書いたのかをどうやって

判断するでしょうか。この制度は、国
民のみなさんに法律知識の有無を問う
ものではなく、国民のみなさんがすで
にお持ちの知識や経験を活かして裁判
官と一緒になって議論していただきた
いのです。
　確かに裁判は軽い気持ちでというわ
けにはいきませんが、裁判は「人」では
なく、「犯罪行為」を裁くものです。し
かも１人だけで結論を出すわけではな
く、裁判官を含めた９人のチームで議
論をして結論を出していくことになり
ます。みなさんが感じた素朴な疑問や
印象を率直に述べていただくことこそ
が大切なことだと考えています。
　平成21年５月21日に始まる裁判員
制度。積極的にご参加いただきますよ
うお願いします。

長崎地方・家庭裁判所佐世保支
部判事補。平成 18 年４月から長
崎地方・家庭裁判所平戸支部長
を兼務

＊１
平成 21 年度に平戸市で選任され
る裁判員候補者の数

長崎地方・家庭裁判所平戸支部長

竹村　昭彦さん（36）
たけ　むら　　　   あき   ひろ

＊1
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■
平
戸
市
行
政
改
革
実
施
計
画
年
度（
平
成
18
年
度
〜
平
成
21
年
度
）
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市民税個人

国民健康保険税

介護保険料

住宅使用料

Ｈ18
部　門

Ｈ19

◎市税などの収納率の目標と実績（※数値は現年度分）

行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

合
併
時
の
本
市
の
財
政
状
況
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」に
よ
る
地
方
交
付
税
な

ど
の
減
少
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少
に
よ
る
収
入
の
減
少
が
著
し
く
、
合

併
効
果
に
よ
る
支
出
の
削
減
だ
け
で
は
補
え
な
い
状
況
で
し
た
。
平
成
27
年
度
ま

で
の
財
政
見
通
し
を
立
て
た
場
合
、
単
年
度
で
11
〜
14
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
平
成
18
年
３
月
に「
財
政
危
機
宣
言
」を
行
い
、
平
成
19
年
３
月

に
91
項
目
、
最
終
年
度
で
15
億
１
１
６
６
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
だ「
行
政
改
革

実
施
計
画
」を
策
定
し
、
行
財
政
運
営
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

69
項
目
に
わ
た
る
行
政
改
革
の
項
目
に

つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の

主
な
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
総
人
件
費
の
抑
制
』

①
人
件
費
の
抑
制
策

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に

「
各
種
補
助
金
な
ど
の
見
直
し
」な
ど
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
痛
み
を
お
願
い
す
る
立

場
と
し
て
、
平
成
18
年
度
に
引
き
続
き
人

件
費
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
主
な
取
り
組
み

・
職
員
給
与
の
５
％
カ
ッ
ト
な
ど

　

↓
２
億
８
０
８
５
万
円
の
削
減

・
議
員
報
酬
の
５
％
カ
ッ
ト

　

↓
７
９
５
万
円
の
削
減

・
市
長
な
ど
の
給
与
の
定
率
カ
ッ
ト

　

↓
６
８
１
万
円
の
削
減

②
職
員
数
の
適
正
化

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
し
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
間
、
医

療
・
消
防
職
員
を
除
く
定
年
退
職
者
の
不

補
充
を
目
標
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
中（
Ｈ
20
）に
、
６
人
の

削
減
を
行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
、
消
防
・

医
療
職
員
な
ど
17
人
を
採
用
し
、
早
期
退

職
者
16
人
、
定
年
退
職
者
７
人
、
計
23
人

が
退
職
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
職
員
を

削
減
し
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組

織
機
構
の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
や
企
業
立
地
対
策
、
滞
納
対
策

な
ど
へ
重
点
的
に
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

『
収
入
の
増
加
対
策
』

①
新
た
な
財
源
確
保
の
方
策

　

平
成
19
年
度
か
ら
有
料
広
告
化
事
業
と

し
て
、
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

の
公
用
封
筒
へ
の
広
告
掲
載
に
よ
る
広
告

掲
載
料
の
収
入
増
や
封
筒
印
刷
代
の
削
減

に
取
り
組
み
、
１
２
６
万
円
の
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

②
収
納
率
の
向
上
対
策

　

市
税
な
ど
の
収
納
率
向
上
対
策
に
つ
い

て
は
、
目
標
収
納
率
を
設
定
し
、
各
種
滞

納
処
分
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
化
す
る
景
気
低

迷
、
税
制
改
正
な
ど（
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
）に
伴
う
中
低
所
得
者
層
へ
の

増
税
な
ど
か
ら
、
収
納
率
の
低
下
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

滞
納
処
分
の
具
体
的
な
強
化
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
自

動
車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
、
平
成

20
年
度
か
ら
は
、
差
押
物
件
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
外
収
入（
住
宅
使
用
料
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
訴
訟
手
続
き
を

行
い
、
債
権
回
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

計画    　実績 計画    　実績

　

行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
最
終
年
度
を

平
成
21
年
度
と
定
め
た
４
年
間
の
計
画
で

す
。

　

平
成
21
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に
、

行
財
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
継
続
し
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
自
治
体
と
し
て
い
く
た
め
、
収

入
の
増
加
、
支
出
の
抑
制
と
い
っ
た
行
政

経
費
の
削
減
策
や
組
織
機
構
の
見
直
し
な

ど
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
や
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

平
成
19
年
度
に
達
成
で
き
な
か
っ
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
、
行
政
内
外
部
で
の

進
捗
管
理
を
定
期
的
に
行
い
、
新
た
な
改

善
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
よ
り
効
率
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
新
た
な
行
政
経
営
の
仕
組
み
で
あ

る
行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
行
政
評
価

制
度
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▲タイヤロックを用いて、自
　動車などの差し押さえを
　行っています

▲広報紙に広告を掲載し、
　新たな収入を得ています

■
行
政
改
革
取
り
組
み
①

〜
無
駄
の
な
い
ス
リ
ム
な

　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
体
を
目
指
し
て
〜

　

平
成
19
年
度
は
、
取
組
件
数
65
項
目
、

計
画
額
10
億
３
２
１
０
万
円
を
目
標
と
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
行
政
改
革
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
取
組
件
数
が
69
件（
達
成
率

１
０
６
％
）、
削
減
額
が
11
億
９
５
０
７

万
円（
達
成
率
１
１
６
％
）と
な
り
、
平

成
19
年
度
は
平
成
18
年
度
の
達
成
率
76
％

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

削
減
額
の
大
き
い
項
目
は
、「
総
人
件

費
の
抑
制
」で
３
億
６
０
３
２
万
円
の
削

減
、
次
に「
各
種
補
助
金
等
の
見
直
し
」

が
２
億
３
２
３
１
万
円
、「
職
員
数
の
適

正
化
」が
１
億
９
０
４
９
万
円
と
続
い
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
収
入
の
増
加
策
と
し
て
、「
市

税
等
の
収
納
率
の
向
上
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
市
税
な
ど
に
つ
い
て
は
平
成

18
年
度
に
引
き
続
い
て
平
成
19
年
度
も
収

納
率
全
般
が
低
下
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
財
源
確
保
」に
つ
い
て
も
計
画

額
を
設
定
し
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
計
画
額
に
は
達
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。

主な取り組み内容と効果額（平成19年度実績）

新たな財源確保の方策等

市税等の収納率の向上

遊休地の処分、広報・市ホームページ
の有料広告の掲載など

市税、保育料などの収納率向上対策の
実施

1億0,886万円

2,556万円

3,904万円

△720万円

◇収入の増加　【取組件数　12件　増加額　3,184万円】
主な取り組み内容増加額計画額項　目

総人件費の抑制

各種補助金等の見直し

職員数の適正化

事務事業の見直し

内部管理経費の削減

その他の見直し

市長以下特別職の給与の定率カット、
職員給与の５％カットなど

各種補助金の廃止や縮小、統合など

医療・消防職員を除く職員の退職不補
充（△６人）および早期退職者など

事業の見直しによる縮小、廃止など

庁舎などの光熱水費削減、委託契約の
見直しなど

民間委託の導入、各種委員会の見直し
など

3億1,962万円

2億1,030万円

7,558万円

8,894万円

1,840万円

1億8,484万円

3億6,032万円

2億3,231万円

1億9,049万円

1億2,165万円

4,852万円

2億0,994万円

◇支出の抑制　【取組件数　57件　削減額　11億6,323万円】
主な取り組み内容削減額計画額項　目

457

62

166

685

444

73

164

681

440

73

157

670

△17

11

△9

△15

△8

1

1

△6

434

74

164

672

432

74

158

664

403

76

164

643

一般行政

消防職

公営企業

合　計

Ｈ18

当初
部　門

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ22

◎職員数の推移 各年4月1日（人）

計画　 当初   対前年 計画　 当初   対前年

注）収納率向上対策は、平成17年度実績を基準としており、収納率が平成17年度を下回っているため、マイナス表示となっています。

計画

Ｈ22

計画

広告欄 広告欄
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る
事
務
事
業
を
次
の
視
点（
表
①
）で
評
価

を
行
い
、
課
題
・
問
題
点
を
明
確
に
し
、

そ
の
改
善
に
取
り
組
み
、
今
後
の
事
業
の

方
向
性
を
判
断
し
ま
す
。

【
評
価
対
象
事
業
】

　

平
成
19
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
一
般
会

計
の
６
１
４
事
務
事
業
の
う
ち
３
８
７
事

務
事
業

　

た
だ
し
、
次
の
事
業
・
経
費
に
つ
い
て

は
、
評
価
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
、
繰
出
金
、
積
立
金
、
県
工
事

負
担
金
、
災
害
復
旧
費
、
予
備
費
、
内
部

管
理
に
伴
う
事
務
費
な
ど

【
評
価
結
果
】

　

評
価
結
果（
表
②
）を
見
て
み
る
と
、
事

務
事
業
を「
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
」が
、
２

４
３
件（
62
･
８
％
）と
６
割
を
超
え
て
い

ま
す
が
、「
や
り
方
を
改
善
す
る
」が
56
件

（
14
・
５
％
）、「
縮
小
す
る
」が
６
件（
１
・

６
％
）、「
廃
止
・
休
止
す
る
」が
１
件（
０
・

２
％
）な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
行
政
経
営

に
向
け
た
改
善
・
改
革
の
姿
勢
が
見
え
始

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
財
政
運
営
の
適
正
化
へ
向
け

た
取
り
組
み
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
充

実
す
べ
き
事
務
事
業
と
し
て
、「
拡
大
す

る
」と
20
件（
５
・
２
％
）を
評
価
し
て
い

ま
す
。「
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
」と
評
価
し

た
も
の
も
、
単
純
に
事
務
事
業
を
踏
襲
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
現
状
を
分
析
し

た
結
果
で
の
判
断
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

各
事
業
担
当
課
に
よ
る
１
次
評
価
の
内

容
の
一
部
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇「
拡
大
す
る
」と
し
た
主
な
事
務
事
業

▼
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

▼
定
住
促
進
事
業

▼
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
奨
励
事
業

◇「
や
り
方
を
改
善
す
る
」と
し
た
主
な
事

　

務
事
業

▼
市
政
懇
談
会
事
業

▼
文
化
ま
つ
り
事
業

▼
健
康
診
査
事
業

◇「
廃
止
・
休
止
す
る
」と
し
た
事
務
事
業

▼
地
場
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業

※

他
の
事
業（
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促

　

進
事
業
な
ど
）に
切
り
替
え
て
実
施
す

　

る
た
め

◇「
事
業
完
了
」と
し
た
事
務
事
業

▼
水
産
業
経
営
構
造
改
善
対
策
事
業

▼
漁
村
再
生
交
付
金
事
業（
環
境
保
全
創

　

造
）

『
平
成
20
年
度
の
取
り
組
み
・
・
』

　

平
成
20
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

19
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業
評
価
の
１

次
評
価（
事
業
担
当
課
に
よ
る
評
価
）に
加

え
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
２
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
、
２
次
評
価
、
総
合
評
価

（
事
務
事
業
を
総
合
的
に
評
価
）を
実
施

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
事
務
事
業
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
に
も
活

用
す
る
た
め
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
45
の

基
本
施
策
を
対
象
に
重
点
的
な
予
算
配
分

に
も
活
用
で
き
る
施
策
評
価（
１
次
か
ら

総
合
評
価
ま
で
の
３
段
階
に
よ
る
評
価
）

に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
行
政
評
価
制
度
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
』

　

行
政
評
価
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
目

的
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
前
述
し
た
方
向

性
を
目
指
す
と
と
も
に
、
総
合
計
画
で
掲

げ
て
い
る「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」に

基
づ
き
、「
ま
ち
の
将
来
像
」の
実
現
の
た

め
、
よ
り
よ
い『
ま
ち
づ
く
り
』が
行
え
る

よ
う
各
施
策
、
各
事
務
事
業
を
実
施
し
て

い
く
過
程
の
中
で
、
行
政
評
価
を
上
手
に

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

▼
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
お
よ

　

び
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
伴
う

　

施
策
や
事
務
事
業
の
改
善
、
見
直
し

▼
実
施
計
画
の
策
定

▼
予
算
編
成

▼
各
種
個
別
計
画
の
策
定
、
見
直
し

▼
組
織
機
構
、
職
員
配
置
の
見
直
し

▼
業
務
引
き
継
ぎ

な
ど
に
評
価
結
果
を
活
か
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
短
期
間
で
す
ぐ
に
効
果
が
現
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
も
継
続
的
な
行
政
活
動
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
が
行
っ
た
行
政
評
価
の
結
果

を
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
情
報
を
公
表
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や

事
務
事
業
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
示

し
、
一
緒
に
な
っ
て
高
い
満
足
が
得
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　※

行
政
改
革
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問

　

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
行

　

革
管
理
課
行
革
推
進
班
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

行
革
管
理
課
行
革
推
進
班

　

☎
内
線
２
４
８
３

計　画
（ＰＬＡＮ）

実　施
（　Ｄ Ｏ　）

評　価
（ＣＨＥＣＫ）

改　善
（ＡＣＴＩＯＮ）

◎行政評価制度の簡略図（図①）

◎評価の視点（表①）

◎評価結果（表②）：次年度の方向性

『課題や問題点の改善を
　　　　次の計画や実施に活かしていく』

目的妥当性評価

有効性評価

効率性評価

公平性評価

拡大

縮小

統合

廃止・休止

事業完了

やり方改善

そのまま継続

その他

事業を拡大する場合

事業を縮小する場合

ほかの事業と統合する場合

事業廃止・休止する場合

事業が完了する場合

事業方法を見直す場合

そのまま継続する場合

20

6

1

1

2

56

243

58

387

5.2％

1.6％

0.2％

0.2％

0.5％

14.5％

62.8％

15.0％

100.0％

・目指しているまちづくりに結びついている事業か？
・税金を使って市が行う事業か？

・目標、目的は現況に合っているか？
・成果を向上させるために他の方法はないか？

・他の類似事業と統合や連携して、効率化できないか？
・成果を維持したまま、今よりコストを削減できないか？

・事業の対象者が偏っていないか？
・受益者負担は、適当か？

方向性

合　計

件数

評価の種類 評価の視点

割合

行政改革の取り組み
状況をお知らせします

『
行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
て

目
指
す
方
向
性
』

　

市
は
、
次
に
掲
げ
る
行
政
運
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

①
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
行
政
運
営
の
実

　

現

　
　

行
政
活
動
の
目
標
や
目
的
を
明
確
に

　

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
必
要
と
す
る

　

事
業
、
優
先
し
て
ほ
し
い
事
業
を
推
進

　

し
、
満
足
が
得
ら
れ
る
行
政
運
営

②
行
政
の
説
明
責
任
の
向
上
と
市
民
参
加

　

の
促
進

　
　

市
政
の
情
報
を
よ
り
わ
か
り
や
す
い

　

形
で
公
開
し
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
が
で
き
る
行
政
運
営

③
事
務
事
業
の
効
率
性
の
向
上

　
　

継
続
的
に
行
政
活
動
を
評
価
し
改
善

　

し
て
い
く
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
行
政
資

　

源（
人
、
物
、
金
）を
効
率
的
に
配
分

　

す
る
行
政
運
営

④
職
員
の
意
識
改
革

　
　

こ
れ
ら
の
行
政
評
価
の
活
動
を
通
し

　

て
、
常
に
問
題
意
識
を
持
つ
職
員
育
成

『
平
成
19
年
度
の
取
り
組
み
概
要
』

　

平
成
19
年
度
に
予
算
化
し
て
い
る
事
務

事
業
を
事
中
評
価（
事
業
の
実
施
中
で
の

評
価
）と
し
て
、
各
事
務
事
業
の
担
当
者
、

担
当
課
長
に
よ
る
１
次
評
価
ま
で
を
実
施

し
ま
し
た
。

《
事
務
事
業
評
価
の
実
施
》

　

事
務
事
業
評
価
は
、
行
政
が
行
っ
て
い

▲協働によるまちづくり推進事業で、市民の
　みなさんの提案により新たに実施されたシ
　イラを使った特産品開発事業

▲医療制度改革に伴い、健診
　受診者全員に対し必要度に
　応じ保健指導を提供するよ
　うに改善した健康診査事業

政策

施策
（45本）

事務事業
（387本）

手段  目的

手段  目的

◎政策体系図 市の将来像やまちづくり
の方向性を示したもの

政策の目的を達成するた
めの方策を示したもの
（20年度から評価を実施）

施策の目的を達成するた
めの具体的手段
（19年度から評価を実施）

Plan‐Do‐Check‐Action

　市では、厳しい財政状況の中で、 行政活動（市が行ってい
る仕事）を限られた行政資源（人、物、金）で効率的に運営し
ていくため、平成18年度から行政評価制度の仕組みづくり
に取り組んでいます。行政評価制度とは、行政活動の目標
や内容を明確にし、「その行政活動がどれだけ貢献している
か」「その行政活動に無駄な部分がないか」といった視点から
行政活動を評価し、評価結果をその後の事業計画や事業の
実施に反映させていく循環の仕組み（図①）のことです。

■行政改革取り組み②
　～行政評価制度の仕組みづくり～



イ
ノ
シ
シ
の
生
態
・
能
力

■
体
の
特
徴
、
運
動
能
力

・ 

成
獣
は
、
体
長
１
㍍
、
体
重
１
０
０
㌔

　

前
後
で
、
大
き
い
も
の
は
体
重
１
５
０

　

㌔
以
上

・ 

走
る
ス
ピ
ー
ド
は
、
全
速
力
で
時
速
40

　

㌔
以
上

・ 

助
走
な
し
で
、
高
さ
１
㍍
以
上
の
柵
を

　

飛
び
越
え
る
。

・ 

鼻
先
で
、
70
㌔
程
度
の
石
を
持
ち
上
げ

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

嗅
覚
が
大
変
鋭
く
、
視
力
は
そ
れ
ほ
ど

　

発
達
し
て
い
な
い
。

■
生　

活

・ 

体
が
隠
れ
る
や
ぶ
の
よ
う
な
所
で
生
活

　

す
る
。

・ 

寄
生
虫
対
策
な
ど
で
、
湿
地
や
水
気
の

　

多
い
と
こ
ろ
で
寝
転
が
っ
て
泥
浴
び
を

　

す
る
。

・ 

本
来
昼
行
性
だ
が
、
人
間
の
生
活
地
域

　

に
近
い
イ
ノ
シ
シ
は
夜
間
に
行
動
す
る
。

・ 

雑
食
性
で
何
で
も
食
べ
、
特
に
イ
モ
、

　

タ
ケ
ノ
コ
、
米
な
ど
を
好
む
。

■
繁　

殖

・ 

一
度
に
２
〜
８
頭
の
子
ど
も
を
産
む
が
、

　

平
均
は
４
〜
５
頭
程
度

・ 

基
本
的
に
は
年
一
産
だ
が
、
出
産
失
敗

　

な
ど
の
要
因
で
再
度
出
産
す
る
場
合
が

　

あ
る
。

も
し
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら…

　

本
来
、
イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
臆
病
な
性

格
で
、
夜
間
に
行
動
す
る
の
も
人
間
を
怖

が
る
か
ら
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
何
も
し
な

い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
何
も
せ
ず

に
立
ち
去
り
ま
す
の
で
、
も
し
普
段
の
生

活
の
中
で
突
然
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
た
場

合
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

大
声
を
出
し
た
り
、
石
を
投
げ
る
な
ど

　

の
威
嚇
を
せ
ず
、
静
か
に
そ
の
場
を
立

　

ち
去
る
。

・ 

子
イ
ノ
シ
シ（
ウ
リ
坊
）の
場
合
、
近
づ

　

い
た
り
し
な
い
。
付
近
に
親
イ
ノ
シ
シ

　

が
い
る
場
合
が
あ
る
。

・ 

犬
の
散
歩
の
場
合
、
犬
を
イ
ノ
シ
シ
か

　

ら
遠
ざ
け
る
。

農
作
物
被
害
の
対
策

　

市
内
で
は
、
水
稲
を
中
心
に
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
、
慣
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
イ
ノ
シ
シ

に
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

ま
た
、
農
地
の「
餌
場
と
し
て
の
魅
力
」を

下
げ
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
一
人
で
は

な
く
地
域
単
位
あ
る
い
は
集
落
単
位
で
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
農
地
に
近
づ
か
せ
な
い

・ 

休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
は
、
イ
ノ

　

シ
シ
が
身
を
潜
め
る
格
好
の
場
所
と
な

　

り
、
近
く
の
農
地
を
荒
ら
す
原
因
に
な

　

り
ま
す
。
草
刈
り
な
ど
の
適
正
な
管
理

　

を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
が
身
を
隠
す
こ
と

　

が
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

農
地
周
辺
に
ち
ょ
っ
と
し
た
や
ぶ
が
あ

　

る
場
合
も
、
イ
ノ
シ
シ
が
農
地
に
進
入

　

す
る
原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
見
通
し
を
よ
く

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・ 

稲
刈
り
後
の
二
番
穂
も
、
イ
ノ
シ
シ
を

　

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

　

早
め
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
農
地
に
進
入
さ
せ
な
い

【
電
気
柵
】

・ 

農
地
を
イ
ノ
シ
シ   

　

か
ら
守
る
手
段
の

　

一
つ
と
し
て
、
市

　

内
で
最
も
普
及
し

　

て
い
ま
す
。

・ 

電
気
柵
は
、
イ
ノ

　

シ
シ
の
鼻
先
に
当

　

た
ら
な
い
と
効
果
が
出
ま
せ
ん
の
で
、

　

 

２
段
張
り
の
場
合
通
電
線
の
高
さ
は
、

　

下
の
段
は
地
面
か
ら
15
〜
20
㌢
に
、
上

　

の
段
は
地
面
か
ら
40
〜
50
㌢
の
高
さ
に

　

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・ 

草
な
ど
が
通
電
線
に
当
た
る
と
漏
電
し

　

ま
す
の
で
、
継
続
的
な
草
刈
り
と
通
電

　

の
確
認
が
必
要
で
す
。

【
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
】

・ 

イ
ノ
シ
シ
対
策
の

　

先
進
地
で
あ
る
島

　

根
県
に
お
い
て
、

　

被
害
防
止
に
大
変

　

効
果
が
あ
っ
た
こ

　

と
か
ら
、
現
在
長

　

崎
県
内
で
も
推
進

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

購
入
費
用
が
電
気
柵
よ
り
も
割
高
で
す

　

が
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
面
で
電
気
柵

　

よ
り
も
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

・ 

柵
の
上
部
を
20
〜
30
度
程
度
に
折
り
曲

　

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
防
止
の
効
果

　

が
高
ま
り
ま
す
。

【
被
害
防
止
対
策
の
補
助
制
度
】

　

電
気
柵
お
よ
び
忍
び
返
し
付
き
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
・
県
の
事
業
を
活
用
し
た
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
が
採
択
さ
れ
る

に
は
、
受
益
農
家
３
戸
以
上
、
事
業
費
50

万
円
以
上
な
ど
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

農
林
課
畜
産
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る

　

生
ご
み
や
食
べ
残
し
な
ど
を
庭
や
道
路
、

山
な
ど
に
捨
て
る
こ
と
は
、
イ
ノ
シ
シ
へ

餌
を
与
え
る
こ
と
と
同
じ
行
為
で
す
。
生

ご
み
は
、
生
ご
み
用
の
指
定
袋
に
入
れ
て
、

指
定
日
に
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
か
、
も
し
く
は
、
生
ご
み
処
理

機
な
ど
を
使
っ
て
堆
肥
化
し
、
生
ご
み
を

減
ら
す
な
ど
、
適
正
に
処
理
し
て
、
自
ら

イ
ノ
シ
シ
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル（
正
し
い

分
別
、
缶
詰
の
缶
は
き
れ
い
に
洗
っ
て
出

す
な
ど
決
め
ら
れ
た
出
し
方
を
す
る
・
出

す
曜
日
を
守
る
・
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
な
ど
）を
徹
底
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
が
人
里
に
出

没
し
ご
み
を
散
ら
か
し
た
り
、
農
地
を
荒

ら
す
と
い
っ
た
生
活
環
境
へ
の
被
害
を
回

避
し
ま
し
ょ
う
。
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◎捕獲頭数推移（Ｈ15～Ｈ20）
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◎被害金額の推移（Ｈ15～Ｈ19）
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10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

　

近
年
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し

て
い
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
が
丹
念
に
作
っ
た
農
作
物
の
被

害
が
後
を
絶
た
ず
、
平
戸
猟
友
会
お
よ
び
田
平
猟
友
会
の
協
力

を
得
て
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
が
、
生
息
数
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ノ
シ
シ
か
ら
私
た
ち
の
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
や
能
力
な
ど
を
知
り
、

効
果
的
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

DATA

◎
対
策 

そ
の
①

生
態
を
知
る

◎
対
策 

そ
の
②

農
地
を
守
る

◎
対
策 

そ
の
③

生
活
を
改
善

◎ 
緊
急
通
報 

◎

イ
ノ
シ
シ

BOAR WARNING

BOAR WARNING

※平成20年度の数値は、８月31日現在

イノシシ被害に関するお問い合わせ
農林課畜産班☎内線2253



『多重債務』『多重債務』などなど
消費生活トラブルについてのお問い合わせ・ご相談は消費生活トラブルについてのお問い合わせ・ご相談は
☎０９５０-２２-４１１１０９５０-２２-４１１１
◎観光商工課商工物産班（◎観光商工課商工物産班（☎内線2276内線2276）
☎０５０-３３８３-５５１６０５０-３３８３-５５１６
◎法テラス佐世保◎法テラス佐世保

『多重債務』など
消費生活トラブルについてのお問い合わせ・ご相談は
☎０９５０-２２-４１１１
◎観光商工課商工物産班（☎内線2276）
☎０５０-３３８３-５５１６
◎法テラス佐世保

Ｑ　

統
一
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
検
討
を

　
　

し
て
い
る
の
？

Ａ　

水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て
基
本
方

針
を
掲
げ
、
水
道
料
金
設
定
の
検
討
を
重

ね
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
28
日
〜
６
月
３
日
に
開
催
さ

れ
た
平
成
20
年
度
第
１
回
地
域
審
議
会
・

協
議
会
で
は
、
水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
委
員
の
み
な
さ
ん
と
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
に
は
、
市
議
会
議
員

の
み
な
さ
ん
に「
統
一
に
向
け
た
方
針
」な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
料
金
統
一
に
向
け
て
の
基
本
方

針
と
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
水
道
料
金
統
一
の
基
本
方
針

①
市
内
統
一
料
金
と
し
ま
す
。

②
独
立
採
算
制
を
基
本
と
し
た
料
金
設
定

　

を
行
い
ま
す
。

③
口
径
別
料
金
体
系
を
採
用
し
ま
す
。

④
基
本
料
金
、
超
過
料
金
の
設
定
は
現
在

　

の
体
系
を
参
考
と
し
設
定
し
ま
す
。

⑤
メ
ー
タ
ー
使
用
料（
現
在
、
平
戸
地
区

　

の
み
設
定
）は
設
定
せ
ず
、
料
金
に
含

　

め
ま
す
。

■
主
な
意
見
・
要
望

①
基
本
水
量
は
何
㎥
に
設
定
す
る
の
か
。

　

基
本
料
金
に
付
与
さ
れ
て
い
る
基
本
水

　

量（
平
戸
・
田
平
地
区
５
㎥
・
10
㎥
、

　

生
月
地
区
７
㎥
、
大
島
地
区
５
㎥
）に

　

つ
い
て
、
基
本
水
量
を
使
用
し
な
い
人

　

も
い
る
の
で
そ
の
辺
を
検
討
し
て
ほ
し

　

い
。

②
料
金
統
一
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
・
説

　

明
し
て
ほ
し
い
。

③
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
と
い

　

う
方
針
で
合
併
し
て
き
て
い
る
。
急
激

　

な
値
上
げ
は
避
け
て
ほ
し
い
。
場
合
に

　

よ
っ
て
は
、
公
費（
税
金
）の
投
入
も
必

　

要
で
は
な
い
か
。

④
人
口
減
少
、
今
後
の
設
備
投
資
な
ど
将

　

来
を
見
据
え
た
精
度
の
高
い
今
後
の
見

　

込
み
を
立
て
て
ほ
し
い
。

⑤
有
収
率
・
普
及
率
の
向
上
に
努
め
て
ほ

　

し
い
。

Ｑ　

料
金
は
い
つ
か
ら
統
一
さ
れ
る
の
？

Ａ　

平
成
21
年
４
月
１
日（
平
成
21
年
５

月
請
求
分
）か
ら
の
料
金
統
一
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
料
金
の
統
一（
改
定
）

に
は
、
市
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

　

水
道
料
金
は
、
現
在
、
各
地
区
と
も
に
合
併
前
の
料
金
を
適
用
し
て
い
ま
す
が
、

合
併
後
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
の
地
域
に
よ
る
格
差

を
な
く
し
、
利
用
者
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
水
道
料
金
統
一
へ
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
水
道
料
金
の
統
一
に
向
け
て
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
予

定
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、「
料
金
統
一
の
必
要
性
」や「
水
道
事
業
の
財
政
状
況
」

な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
ら
ど
４
月
号
・
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

水
道
局
総
務
班（
☎
22-

３
８
３
８
）

水
道
料
金
の
統
一
に
向
け
て

「
料
金
統
一
に
向
け
て
の
現
状
報
告
」

シ
リ
ー
ズ

03

【用語解説】

時　　期
Ｈ16.7.29 
Ｈ17.10.１
Ｈ19.３月
Ｈ20.４月・５月
Ｈ20.５.28 ～ H20.６.3
Ｈ20.６月
Ｈ20.９月
Ｈ20.12月（予定）
Ｈ21.2月～ 5月（予定）
Ｈ21.4.1（予定）

摘　　要
合併協議会において「合併後統一する。」ことが確認される
市町村合併
議会の一般質問で統一年月を表明
広報ひらど４・５月号に、料金・経営の現状などの特集記事を掲載
地域審議会・協議会へ水道料金の現状などについて説明、意見交換
議会の一般質問で状況説明、産業建設委員会で状況説明
市議会議員のみなさんへ料金統一の方針などを説明
料金統一議案を市議会へ提出
広報ひらど２～５月号で料金統一内容のお知らせ
料金統一　４月使用分（５月請求分）から適用

◎独立採算制
　取水から各家庭まで給水す
るための費用や建設投資にか
かる費用については、水道料
金を徴収し、この収入をもっ
てまかなう制度。水道事業経
営は独立採算制度で行うこと
が原則となっています。

◎口径別料金体系
　大口径の使用者は一度に大
量の水が使用可能であり、そ
の分多額の設備投資が必要と
なるため、口径が大きいほど
費用を多く負担すべきである
という観点から、メーター口
径によって料金を設定する方
式です。

◎有収率
　供給した配水量に対する料
金徴収の対象となった水量の
割合で、この割合は高いほう
が良く、この割合が下がる主
な要因は、配水管などからの
漏水によるものです。

◎水道料金統一に向けての主な経緯および今後の予定

AAAAAAAAAAAAAA CConsumer o Counseling Center

消　　　費消　　　費

生　　　活生　　　活
　夏は台風の災害が心配ですが、悪質商法は季節を問わずやってきます。「備えあれば憂いなし」というように、

悪質商法も対処法を知っていれば被害を未然に防ぐことができるし、もし被害に遭っても拡大を防止できます。

　「悪質商法」と聞いて、　「悪質商法」と聞いて、みなみなさんは何をイメージしますか。悪質な業者は、あの手この手で私たちの財産を狙っ

ています。今月は、消費者相談の中で最も相談件数が多い『訪問販売』で、実際にあった事例をご紹介します。ています。今月は、消費者相談の中で最も相談件数が多い『訪問販売』で、実際にあった事例をご紹介します。

消　　　費

生　　　活

相　談　室

「きっかけは小さなことでした。きっかけは小さなことでした。」「きっかけは小さなことでした。」

◎
無
計
画
な
借
り
入
れ
は
危
険
！

　

自
動
契
約
機
も
増
加
し
、
お
金
の
借
り

入
れ
は
非
常
に
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
時
に
す
ぐ
借
り
ら
れ
る
便
利
さ
か

ら
簡
単
に
借
金
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
出
て
く

る
お
金
は「
借
り
る
も
の
」。
自
分
の
口
座

か
ら
お
金
を
引
き
出
す
感
覚
で
借
金
を
重

ね
て
し
ま
う
と
大
変
で
す
。「
す
ぐ
に
返

せ
る
か
ら
、
少
し
だ
け
借
り
る
」と
い
う

こ
と
が
、
実
は
大
き
な
借
金
の
始
ま
り
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
無
計
画
な
借

り
入
れ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
利
息
を
計
算
し
て
い
ま
す
か
？

　

借
り
る
前
に
利
率
を
確
認
し
た
り
、
利

息
を
計
算
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
？
返
済

の
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
か
？「 
利
息
＝

最
終
利
用
残
高×

実
質
年
率
÷
３
６
５

×

利
用
日
数
」と
な
り
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
が
50
万
円
借
り
ま
し
た
。
年
率

18
％
で
す
。
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
で
毎
月

１
万
円
を
返
済
す
る
と
、
完
済
す
る
に
は

90
回
以
上
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

返
済
の
総
額
も
、
利
息
を
含
め
る
と
約
93

万
円
に
な
り
ま
す
。
返
済
期
間
が
長
く
な

れ
ば
利
息
も
当
然
増
え
て
い
き
ま
す
。
毎

月
の
返
済
額
は
同
じ
で
も
高
金
利
ほ
ど
返

済
負
担
は
重
く
な
り
、
返
済
に
要
す
る
期

間
も
長
く
な
り
ま
す
。

◎
返
す
お
金
を
、
借
り
て
返
す
こ
と

　

は
や
め
ま
し
ょ
う

　

毎
月
の
返
済
は
滞
っ
て
い
な
い
の
に
、

元
金
は
な
か
な
か
減
ら
な
い
。
そ
れ
が
消

費
者
金
融
の
借
り
入
れ
で
す
。
将
来
の
収

入
の
見
通
し
は
慎
重
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

当
初
、
返
せ
る
と
思
っ
て
借
り
て
い
た
お

金
が
事
故
や
入
院
な
ど
が
重
な
っ
て
返
せ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く

貸
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
、
高
利
な
借
り

入
れ
に
手
を
出
し
て「
返
済
の
た
め
の
借

金
」を
繰
り
返
す
と
債
務
は
雪
だ
る
ま
式

に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
返
済
を

ど
う
し
よ
う
か
と
悩
む
日
々
。
目
の
前

の
こ
と
が
精
一
杯
で
、
先
の
こ
と

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
金
を
借
り
て
借
金
を
返
す
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
法
の
道
し
る
べ 

「 

法
テ
ラ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

多
重
債
務
の
問
題
は
、
必
ず
解
決
で
き

る
問
題
で
す
。
多
重
債
務
の
具
体
的
な
手

続
き
は
、
多
く
の
場
合
は
弁
護
士
や
司
法

書
士
の
手
助
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
経

済
的
に
余
裕
が
な
い
人
で
、
多
重
債
務
問

題
に
お
悩
み
の
人
は
、
法
テ
ラ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
法
テ
ラ
ス
佐
世
保

　

☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
１
６

　
（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

A Consumer Counseling Center

うに、

っ

◎
法
の
道
し
る
べご

だ

er

　「ご利用は計画的に」テレビコマーシャルでよく耳にするフレーズです。消費者金融会社のCMは誰でも気軽に

お金を借りることができるイメージがあります。気軽に借りることができるから考えてほしい“お金を返す”時の

こと。借りる前に利息の計算をしていますか？消費者金融で借りたお金を返すことがどんなに大変なことなのか。

一緒に考えてみましょう。

少
し
だ
け
の
つ
も
り
が
大
き
な
借
金
の
始
ま
り

『
多
重
債
務
』に
悩
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
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　サービス業の人や地域市民のおもてなしについて学ぶコースです。

平戸・松浦地区観光人材育成プロジェクト
観光産業を機に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！

観光おもてなし人材育成コース【特産品開発】

　「①特産品開発」、「②食・地産地消」、「③もてなし」、「④体験型観光」の4つの分野における人材を育成し、地
域産業の再生による雇用を目的に実施しているこのプロジェクトは、9月に実施した『基礎講座』にも多数の市民
のみなさんに参加していただきました。11月も各分野において活躍されている講師を招いて実施します。
　また、全国で活躍されている食環境ジャーナリストの金丸弘美氏をお招きして、『「食」のワークショップ－平戸
素材の劇場－』も開催しますので、ぜひご参加ください。

講 座 の ご 案 内
市民のみなさんの積極的な参加をお待ちしています！

01

　地元景観を生かし、地元素材にスポットをあてたワークショップを10月から2月まで計5回行います。

食のワークショップ－平戸素材の劇場－02

『みんなを元気にするホスピタリティとは何だろう』

11月17日（月）午後２時～午後４時
たびら活性化施設研修室１・２
松坂　健 氏（西武文理大学サービス経営学部教授）
おもてなしは、「サービス」と「ホスピタリティ」の違いを理解することから。相手の存在を深く
懐で受け止めること、「標準」にこだわらないことが大事です。おもてなしとはなんなのか、分
かりやすくユーモラスにお伝えします。

■と　き
■ところ
■講　師
■内　容

『おもてなしの達人になるための12章』

11月18日（火）午後２時～午後４時
生月支所第２・３会議室
松坂　健 氏（西武文理大学サービス経営学部教授）
「記憶」こそがお客様に与えられる最大の財産です。お客様に喜んでもらうためのおもてなしと
は何か。12章に渡りその秘訣をお伝えします。

■と　き
■ところ
■講　師
■内　容

第３回　『根獅子の物語と究極のおにぎり』

11月30日（日）午前9時30分～午後2時
根獅子公民館
1,000円　中学生以上　500円／小学生以下4歳まで
70名限定【先着順】
食環境ジャーナリスト　金丸 弘美　氏
平戸市の中西部に位置する平戸市根獅子町。「かくれキリシタンの里」としての文化、日本水浴
場88選として全国に知られる「根獅子の浜」や先祖代々守られてきた棚田などの自然、そこに生
きる根獅子の個性など多彩な資源を町歩きで体感します。根獅子の棚田で作られ釜炊きした棚田
米4品種（コシヒカリ、ヒノヒカリ、赤米、黒米）を平戸天然塩で「究極のおにぎり」にして食べ
比べます。付け合わせに根獅子産野菜の漬物、田舎汁をどうぞ！
※参加費には切支丹資料館の入館料も含んでいます。

　10月3日、福田酒造（志々伎町）で、第1回「食のワークショッ
プ－平戸素材の劇場－」が長崎県と長崎県文化団体協議会が主催
する「ながさき音楽祭2008」とタイアップして開催されました。
　食の部門として開催したワークショップでは、福田酒造の酒
蔵見学や地酒3種類のテイスティング、居酒屋「晴れたり曇った
り」の店主・前川健一さんの作る平戸産の新鮮な魚介類を使った
料理をいただき、長崎市在住の演奏家によるアンサンブルを、
麹の香り漂う酒蔵で楽しみました。市内外から参加した約90人
のみなさんは、生産者や料理人、食環境ジャーナリストの金丸
弘美氏の説明を聞きながら、楽しくおいしく学んでいました。

　10月9日、市ふれあいセンターで、ＪＡＬリゾートシーホー
クホテル福岡総料理長・山並辰巳氏を招き、調理実習講座が開
催されました。シイラやしいたけ、玉ねぎ、苦瓜（ゴーヤ）など、
山並氏が提案する平戸食材を使った料理を作り、地域食材を活
かした料理の提案方法やプロの調理技術を学びました。講座に
は、市内の料理人や漁業関係者、主婦など約30人が参加。講座
終了後には、「今回の講座で学んだ料理をすぐに商品化したい」
と話している人もいました。

■と　き
■ところ
■参加費
■定　員
■講　師
■内　容

『「いい所」、「美味しい」って言っちゃだめ！』

11月20日（木）午後７時～午後９時
大島村離島開発センター集会室
森　吉弘 氏（森ゼミ主宰　元NHKアナウンサー）
地域の魅力を語るときに必要なことは、「本気で語ること」「具体的に語ること」「説明に時間をか
けないこと」です。魅力をどう表現するか、元ＮＨＫアナウンサーがテレビの手法を用いて、よ
り実践的な手法を伝授します。

■と　き
■ところ
■講　師
■内　容

申込み・お問い合わせ

平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内）☎内線2276
　E-Mail：kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp
　URL：http://www.city.hirado.nagasaki.jp/jinzai/
　※どなたでも参加できますが、参加を希望する場合、事前に申込みが必要です。応募多数の場合、参加できない場合がありますの
　　であらかじめご了承ください。

◎新郷土料理・地産地消推進人材育成コース
平戸食材を使った料理講座を開催しました

◎「食のワークショップー平戸素材の劇場ー」
№1 「酒と魚と音楽と」を開催しました
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◎まちのできごと　秋の特別版

踊　９月13日、14日の両日、平戸港交流広場で、「平戸南風夜風人ま
つり～秋の陣～」（風神社中主催）が開催されました。地元の踊り連
である風神社中をはじめ、風神社中ジュニア、西風舞人のほか、香
川や福岡、東京など遠来からも多数のチームが参加。計39チーム、
約600人の踊り子が、ライトアップされた平戸城をバックに、迫力
ある踊りを披露しました。会場には、たくさんの観光客や市民のみ
なさんも訪れ、手拍子や声援などを送り、まつりに華を添えました。

Hirado Two-day Walk 2008Hirado Two-day W
ひらどツーデーウォーク2008

広報ひらど 平成20年11月号 18Hirado City Public Relations,2008.1119

①⑧万感の思いで新曲「風見」を
披露した風神社中②東京・香川
の合同チーム「宴一座・東京70
隊」のきらびやかな衣装と迫力
ある舞③踊り子の真剣な眼差し
が感動を誘う④田平地区の西風
舞人も元気に⑤田助ハイヤ節保
存会による踊りの披露⑥今年解
散が決まった風神社中ジュニア。
会場中から「ありがとう」の言葉
が飛び交った⑦各チームの踊り
子が一つになって踊りを披露し
たフィナーレの総踊り

①生月の西海国立公園の大パノ
ラマを満喫②給水所でボラン
ティアスタッフのみなさんと
ちょっと一服③参加した記念に
ハイ！チーズ！④地元の中学生
も笑顔で参加していました⑤風
が強い中でも平戸大橋を元気に
ウォーキング⑥みなさん思い思
いのペースで続々スタート⑦平
戸大橋管理事務所駐車場で田平
中学校吹奏楽部のみなさんが歓
迎演奏⑧世界遺産登録を目指す
田平天主堂を見学しながら歩く
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　９月27日、28日の両日、西海国立公園の大パノラマを楽しむ生
月コースと教会群とオランダ商館をめぐる平戸・田平コースで「ひ
らどツーデーウォーク2008」が開催されました。市民のみなさんや、
遠くは千葉や埼玉から延べ2,141人が参加。参加したみなさんは、
絶好の秋晴れの中、自然景観や教会・寺院などの歴史的建造物を堪
能しながら歩き、「景色が素晴らしかった。また来年も参加したい」
などと歩いた疲れを忘れ、感動していました。



　10月５日、田平公園運動広場で、第32回田
平町町民運動会が開催され、田平地区のみなさ
ん約3,000人が参加しました。２年に一度の運
動会とあって、年齢別地区対抗リレーや障害物
競走、むかで競争などの地区対抗種目では、各
地区（30地区）が総合優勝目指して白熱したレー
ス展開を繰り広げていました。このほか、園児
のみなさんによるお遊戯や職場対抗リレーなど
さまざまな種目も行われ、参加者のみなさんは
和やかな雰囲気の中、親睦を深めていました。
【優　勝】米の内区　【準優勝】日の浦区

激戦の末、総合優勝に米の内区

　10月３日、福田酒造（志々伎町）で、「ほろ酔
い気分で蔵シック2008」（長崎県・長崎県文化
団体協議会主催）が開催されました。今回は、
平戸松浦地区観光人材育成プロジェクトのイベ
ントとタイアップして行われ、コンサート前に
福田酒造の地酒と旬の食材を使った料理を味わ
いました。その後、酒蔵へ移動して、県音楽連
盟のアーティストによるアンサンブルでの「港
町ブルース」などの演奏に、訪れた約120人の
観客のみなさんは、麹の香りとともに幻想的に
醸し出される雰囲気に酔いしれていました。

ほろ酔い気分で、華やかな蔵シック

５種目で大会新記録！
小学校陸上競技大会

育てよう！未来の緑を

　10月４日、生月町開発総合センターで、「鯨
文化交流大会」（生月勇魚倶楽部主催）が開催さ
れました。大会では、同じ捕鯨の歴史を持ち、
鯨唄で交流のある山口県長門市から「通鯨唄保
存会ジュニア」が駆けつけ、「生月勇魚捕唄保存
会ジュニア」とそれぞれ鯨唄を披露すると、放
送タレントとして活躍中の永六輔さんが「鯨文
化を語り伝える」と題して講演。講演終了後に
は、両地区に伝わる鯨料理「煮なます大根」や「い
り焼き」など４品1,600食が来場者に振る舞わ
れました。

捕鯨の歴史を後世に伝えよう

 １００歳のお祝いに松永さん感激

　９月20日、平戸市森林組合（宝亀町）で、「第
１回平戸市育樹祭」が、９組21人の親子が参加
して開催されました。近年、地球温暖化が問題
視されている中、二酸化炭素を吸収する緑の役
割などについて、森や木に親しみながら学びま
した。午前中に市木のマキと市花木のやぶ椿の
苗20本を宝亀地区森林公園に植樹し、午後か
らは、ヒノキの間伐材を使っていすを作る木工
教室が行われました。県林業普及指導協力員の
指導のもと、のこぎりやカンナかけなどの慣れ
ない作業を親子で協力して行っていました。

　10月２日、市総合運動公園
で、「第４回平戸市小学校陸上
競技大会」が行われ、市内21
小学校の５･６年生802人が参
加しました。100ｍ走、60ｍ
ハードル、４×100ｍリレー、
走り幅跳び、ソフトボール投げ
など８種目の競技で熱戦が繰り
広げられ、５種目で大会新記録
が生まれました。大会新記録者
は次のとおり（優勝者のみ）。
100ｍ走：小村晃永（生月５年）、
800ｍ走：増山理沙子（生月６
年）、60ｍハードル：福畑晴也
（度島５年）、走り高跳び：松田
健太郎（根獅子５年）、ソフト
ボール投げ：久松美帆（田平南
６年）

　９月27日、生月町里免の松永キヨさんが
100歳の誕生日を迎えられ、同月30日、白濵
市長が入院先の市立生月病院を訪れ、花束と記
念品を贈りました。松永さんは、白濵市長や家
族のみなさんなどの温かいお祝いに、「うれし
い。ありがとうございます」と手を合わせて何
度も頭を下げていました。お祝いに駆けつけた
家族のみなさんは「８月に入院するまでは自宅
で元気に過ごしていました。今後もますます元
気で過ごしてほしい。現在、ひ孫が12人になっ
ていますよ」とうれしそうに話してくれました。
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　10月８日、久吹ダムの周回コース（田平町福
崎免、岳崎免）で、市中学校総合体育大会駅伝
競技が行われ、市内の中学校９校が参加しまし
た。男子の部、女子の部にそれぞれの学校から
の選抜チームが出場し、秋晴れのなか、白熱し
たレースを繰り広げました。
　大会結果は次のとおり。
【男子の部】　優　勝　生月中・準優勝　田平中
　　　　　　３　位　中部中
【女子の部】　優　勝　生月中・準優勝　南部中
　　　　　　３　位　平戸中

それぞれの思いをタスキでつないで

かよいくじら  うた

いさな　　とり　うた



■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進室（☎内線2635）
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月夜に情緒漂うコンサート

はつらつ乙女の会がコンサートを初企画

　10月17日、大曲敦邸（岩の上町）で、「ピア
ノと歌とスイーツと」が開催されました。これは、
市内の旧武家屋敷などを活用して平戸市のＰＲ
をしていきたいと10月に結成した「はつらつ乙
女の会」（青崎みちる代表）が初めて企画したも
の。コンサートでは、佐世保市出身のピアニス
トの白石あかねさんと佐竹典子さん、声楽家の
江川律子さんが、クラシック曲を中心に20曲
を披露しました。また、会場では、市内で獲れ
たざぼんを使ったオリジナルのお菓子が約50
人の来場者のみなさんに振る舞われました。

　10月14日、大曲公邸（岩の上町）で、「お月
見コンサート」が開催されました。このコンサー
トは、国の登録文化財（建造物）に指定されて
いる旧武家屋敷の会員で組織する「平戸 庭を守
る会」（内野茂樹代表、７軒）が毎年開催してい
るもので、今回で４回目。会場では、隅々まで
手入れの行き届いた旧武家屋敷の庭が美しくラ
イトアップされ、県音楽連盟の若手アーティス
ト３人によるクラシックやポップスなど多彩な
ジャンルの曲が披露され、約100人の観客のみ
なさんは秋の夜長を満喫していました。

本物の演奏を身近に感じて！

白熱の地区対抗種目！

　10月12日、大島中学校グラウンドで、「第
３回大島村体育大会」が開催され、大島地区の
みなさん約700人が参加しました。 地区対抗種
目のリレー競技や綱引きなどでは、各地区意地
と意地とのぶつかり合い。会場中が声援や太鼓
の音でにぎわっていました。このほか、園児の
みなさんによるお遊戯や猶興館高校大島分校の
生徒のみなさんによる流儀の披露なども行われ
ました。 
【優　勝】　的山在公民館 
【準優勝】　大根坂公民館

　10月10日、田平中学校体育館で、「文化庁
本物の舞台芸術体験事業」として大阪シンフォ
ニカー交響楽団によるオーケストラ公演が開催
されました。公演では、モデスト・ムソルグス
キーの組曲「展覧会の絵」から「プロムナード」
「ヴィドロ」など11曲が演奏され、会場に集まっ
た同校の生徒や田平地区内の小学生など約400
人がプロの演奏に聴き入っていました。
　また、生徒代表６人が指揮者を体験。初めて
の体験に戸惑いながらも、一生懸命に指揮棒を
振っていました。

　10月9日、オランダ商館の本体工事着工を前に、
白濵市長をはじめ工事関係者など約20人が参加し
て、安全祈願祭が開催されました。昭和63年度に
「平戸和蘭商館跡保存管理計画」を策定してから、
約20年の歳月をかけて進めてきたこの事業も、い
よいよ本体の復元工事に取りかかります。これか
ら、平成22年度の完成に向けて約3年間の復元工
事を進めます。本年度は基礎工事を行い、平成21
年度以降、本体部分の建設を行います。

※工事期間中、大型車両の通過ほか、何かとご迷惑をおか
　けすることと思いますが、市民のみなさんのご理解とご
　協力をよろしくお願いします。なお、工事の進捗状況に
　ついては、これからも随時お知らせします。

　10月９日に開催された安
　全祈願祭で、刈初之儀を
　行う白濵市長

国登録文化財に
鉱山技師が建てた近代和風建築　「鮎川家住宅」

　　　川家住宅は、平戸藩士の家系で鉱山技師であっ
　　　た鮎川甚五右衛門が昭和14年に建てた家です。
この鮎川家住宅と石垣および石段が９月26日、国の登
録文化財に答申されました。
●主な特徴
・武家屋敷の名残で２つの玄関がある。欄間や障子の
　細工が入念に施されている。
・設計者は旧大阪市役所を設計した小川　陽吉 氏
・玄関前の石垣や石段に、鷹島から運んだ「阿翁石」
　と呼ばれる玄武岩が使用され、６角形に加工した石
　を積む「亀甲積」など凝った施工がされている。
※これで平戸市の国登録文化財は７箇所23件となります。

文化財ＤＡＴＡ
■名　称　鮎川家住宅
■所在地　田平町山内免字水無742
■所有者　　川　學
■構造形式　
　主屋：木造２階建・瓦葺・建築面積317㎡
　石垣および石段　（計２件）

①鮎川家住宅と石垣および石段②欄間や障子には当時の大工の
意匠を凝らした細工が各所に見られる③１年間かけて築かれた
石垣は「亀甲積」や「谷落とし積」で丁寧に積まれている

お問い合わせ　文化遺産課文化遺産班（☎内線2634）

鮎

～オランダ商館復元整備工事
　　いよいよ本体工事がスタート！～ 「平戸和蘭商館跡保存管理計画」策定

オランダ商館の会計帳簿から1639年築造倉
庫の建設部材の明細書が確認される。
歴史・建築史・考古学の専門家による専門
委員会を設立
「平戸オランダ商館の復元整備計画」を策定
「平戸オランダ商館保存整備活用基本計画」
策定
「平戸オランダ商館1639年築造倉庫復元施
設展示活用計画」策定
文化庁の復元検討委員会に復元計画を提出
11月に文化庁から現状変更の許可を得る。
山側の石垣を当時の状況に戻すための復元
工事を行う。
復元工事着工

昭和63年
平成５年

平成８年

平成9年
平成15年

平成16年

平成18年
平成18・19年

平成20年

◎オランダ商館復元への経緯



今村  美由紀さん（25歳・田平町荻田免）
いまむら 　 み  ゆ  き

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■勤務先

　平戸「蔦屋｣

■ニックネーム

　みゆちゃん

■性格は？

　明るくて、積極的

■趣味・特技

　音楽鑑賞、ドライブ、ショッピング

「若さあふれるお店です。
　　みなさんのお越しをお待ちしています」

１1月生まれ

　今村さんは、県北保健所内にある食品衛生協会で勤
務していた時に、松尾社長に声をかけられて、平戸「蔦
屋」に就職し２か月になります。お店では、菓子店と
喫茶店の接客や喫茶メニューの「あんみつ」や「ぜんざ
い」などを作っているとか。オープン前の喫茶メニュー
の作成などから係わっているので、お店に対する思い
入れが強いそうで、「将来は平戸一の菓子店にしたい」
と抱負を話してくれました。

しいやま　 のどか うら べ 　 　み ゆう

～徹さん・操さんの長女～
≪飯良町≫

浦邉　実優ちゃん
（Ｈ１９.１１.３０生）

～邦英さん・純子さんの長女～
≪岩の上町≫

寳亀　真帆ちゃん
（Ｈ１７.１１.３生）

ほう き 　 　ま　ほ

～日出男さん・聡香さんの長女～
≪中野大久保町≫

優しく、面白いお姉ちゃん！優しく、面白いお姉ちゃん！
大好きだ大好きだよ♪♪♪♪

のんびり和やかに、笑顔がのんびり和やかに、笑顔が
絶えない女の子に育ってネ！絶えない女の子に育ってネ！

優しく、面白いお姉ちゃん！
大好きだよ♪♪

のんびり和やかに、笑顔が
絶えない女の子に育ってネ！
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「ボランティア募集中！
　子どもたちと楽しいひとときを過ごしませんか？」

　おもちゃ図書館「ひまわり」は、平成17年４月に発足し、

現在活動４年目を迎えています。おもちゃ図書館は、「障

害のある子どもたちにおもちゃの素晴らしさと遊びの楽し

さを」との願いから始まったボランティア活動で、全国に

約500か所設置されています。現在、ひまわりでは、障害

の有無にかかわらず、育児をしているお母さんの居場所づ

くりとして、また、親子のふれあいの場として活動してい

ます。楽しく遊ぶことをも目的としていますので、気軽な

気持ちで一度遊びに来てみませ

んか？また、子どもたちと遊ん

でくれる人、手作りのおもちゃ

を作れる人、おもちゃの提供が

できる人などボランティアでの

参加もお待ちしています。興味

のある人は、ぜひ、ご連絡くだ

さい。

　「いけばな草月田平教室」は、３年目を迎えた草月流の

教室で、現在20人で活動を行っています。草月流は、形

式主体の生け花から自由にその人の個性を求めて昭和初期

に創設された流派で、この教室でも、生け手の個性と発想

で自由に創造していく生け花を目指しています。現在、

11月３日に開催される平戸文化まつりで作品を展示する

予定で、先生の指導の下、秋を感じさせる豆柿やユリなど

を使って、おのおのの思いを込めて花を生けています。生

け花は奥が深く難しいで

すが、どうやったら花を

生かせるかに集中するこ

とで、日常生活を忘れ無

心になれることが魅力で

す。いけばな草月田平教

室では、会員を募集して

いますので、気軽に教室

に遊びに来てください。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／第２土曜日　午前10時～正午
　　　　　おもちゃの広場　月～土曜日
　　　　　　（午前８時30分～午後５時）
活動会場／田平町福祉保健センター
対 象 者／どなたでもＯＫ！
連 絡 先／事務局（市社会福祉協議会田平支所内）☎57-2223
部 員 数／ 30人
参 加 費／なし

代　　表／森　宮子さん（田平町里免）

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週火曜日
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分頃まで
活動会場／代表宅
対 象 者／生け花に興味がある人
連 絡 先／タナカヤ花店　☎22-4187
部 員 数／ 20人
参 加 費／月額4,000円

代　　表／田中杜志夫さん（田平町岳崎免）

おもちゃ図書館「ひまわり」

「生け手の個性と発想で
　　　　自由に創造していく生け花です！」

「いけばな草月　田平教室」

もり　　みや こ

た　なか と   し   お

椎山　和ちゃん
　（Ｈ１７.１１.４生）

い　　　ばな

その笑顔が大好きその笑顔が大好き　ずっとずっと
笑顔が似合う女の子でいてネ！笑顔が似合う女の子でいてネ！
その笑顔が大好き　ずっと
笑顔が似合う女の子でいてネ！



▲平戸の秋の風物詩：アゴの天日干しの風景（生月町）

幻
の
高
級
魚「
あ
ら
」を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　郵便、FAX、E-Mailで、氏名（ふりがな）、年齢、性
別、住所、ペンネームまたはイニシャルを記入の上、
広報ひらどを読んだ感想や今後取り上げてほしい話題
や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出来事など
を書いてご応募ください。お便りをくださった人の中
から抽選で３名様に上記商品をプレゼント。応募締切
は11月20日（木）当日消印有効です。当選の発表は、
商品の発送をもってかえさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　総務課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22-2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供しますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています

　

広
報
ひ
ら
ど
は
家
族
で
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
先
月
旅
行
に
い
っ
た
の

で
す
が
旅
館
の
方
か
ら「
平
戸
は
い
い
と

こ
ろ
で
す
ね
。」と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
時
息
子
が「
え
っ
。
な
ん
で
平
戸
？

田
平
や
ん
。
平
戸
は
違
う
た
い
。」と
い
っ

て
ま
し
た
。
ど
こ
に
い
っ
て
も
自
慢
で
き

る
地
元
で
育
つ
こ
と
を
子
供
達
に
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
せ
っ
か
く
平
戸

市
に
田
平
も
仲
間
入
り
し
た
ん
だ
か
ら

も
っ
と
平
戸
市
民
な
ん
だ
と
子
供
達
に
実

感
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
の
地
盤
作

り
を
私
達
親
が
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い

な
と
思
い
つ
つ
も
田
平
が
平
戸
の
入
口
の

町
だ
と
言
う
こ
と
も
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い

な
と
思
う
の
と
な
ん
か
複
雑
な
気
持
ち
で

す…
。

（
た
ん
ぽ
ぽ　

32
歳
女
性
）

●

　

感
想
遅
く
な
り
ま
し
た
。
８
月
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

き
つ
き
島
の
う
ま
か
も
ん
、
焼
き
あ
ご
だ

し
も
う
ど
ん
も
最
高
に
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
実
家
に
も
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平

戸
へ
の
思
い
、
友
達
に
も
書
い
て
送
っ
た

だ
け
で
当
た
っ
た
事
教
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
が
あ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
の
ぶ
ち
ん　

47
歳
女
性
）

●

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
に
22
年
間
住
み
、

再
び
こ
の
平
戸
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
長
崎
は
日
本
最
西
端
の
と
て
も
不
思

議
な
県
で
す
。
そ
の
形
か
ら
し
て
、
ほ
か

の
県
で
は
と
て
も
見
か
け
な
い
よ
う
な
複

雑
な
リ
ア
ス
式
海
岸
線
か
ら
な
っ
て
い
て
、

そ
の
奥
ヒ
ダ
深
い
形
は
、
こ
の
県
が
持
っ

て
い
る
魅
力
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

世
界
遺
産
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
長
崎
が
、
平
戸
が
辿
っ
て
き
た
歴

史
、
人
々
の
想
い
を
思
う
時
、
伝
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
長
崎
の
海

岸
線
の
距
離
は
、
北
海
道
よ
り
も
長
い
そ

う
で
す
。
長
崎
を
、
平
戸
を
旅
し
よ
う
。

　
（
Ｋ
・
Ｋ　

46
歳
女
性
）

●

　

平
戸
内
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
い
つ
も
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
戸
か
ら
出

た
歴
史
上
の
偉
い
人
の
話
や
今
の
偉
い
人

の
話
な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
白
萩　

薫　

60
歳
女
性
）

●

　

最
近
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で
大
変
で
す
。

竹
の
子
や
栗
は
、
イ
ノ
シ
シ
と
の
競
争
で

す
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜
も
や
ら

れ
っ
ぱ
な
し
で
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
は
、
舗
装
道
路
を
堂
々
と

昼
間
か
ら
散
歩
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
も
お

り
、
畑
を
囲
っ
て
い
た
柵
は
、
今
度
は
家

の
周
り
に
柵
を
作
り
、
人
間
が
檻
に
入
る

状
態
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
（
Ｔ
・
Ｆ　

81
歳
男
性
）

●

　

５
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
母
で
す
。

子
ど
も
が
病
気
を
す
る
度
に
不
安
に
な
る

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
市
民
病
院
も

小
児
科
が
無
く
な
り
、
少
し
ず
つ
子
育
て

を
し
て
い
く
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
、

少
子
化
が
加
速
し
て
い
く
の
は
時
間
の
問

題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
戸
と
い
う
素
晴

ら
し
い
自
然
の
中
で
の
理
想
的
な
子
育
て
。

も
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

　
（
ヤ
マ
ネ
コ　

44
歳
女
性
）

●

　

い
つ
も「
広
報
ひ
ら
ど
」を
楽
し
み
に
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

特
集「
子
ど
も
議
会
」で
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

ど
も
た
ち
の
質
問
を
読
み
、
教
育
や
経
済

な
ど
多
面
的
に
考
え
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
大
変
関
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、

先
日
午
後
７
時
か
ら
テ
レ
ビ
で
度
島
の
こ

と
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、
広
報
誌
で
経

済
や
漁
業
の
現
状
、
島
民
の
方
の
思
い
を

知
り
、
改
め
て
平
戸
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
、
手
付
か
ず
に
残
っ
て
い
る

平
戸
の
自
然
、
豊
か
さ
が
大
好
き
で
す
。

確
か
に
商
業
開
発
も
大
切
で
す
が
、
今
あ

る
財
産
を
ま
だ
ま
だ
生
か
し
て
い
け
る
方

法
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
Ｎ
Ｊ　

34
歳
女
性
）

●

　

今
月
号
の
表
紙
が
朗
ら
か
で
私
も
一
言
。

非
常
に
素
直
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の「
広
報

ひ
ら
ど
」。
醇
風
美
俗
の
平
戸
、
親
し
げ

に
あ
つ
ま
っ
て
い
る
道
路
側
の
彼
岸
花
。

石
垣
に
咲
き
零
れ
る
萩
、
紅
葉
の
燃
え
る

こ
れ
か
ら
里
で
暮
ら
し
て
い
け
る
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
思
い
や
り
を

も
っ
て
！

（
花
穂　

60
歳
女
性
）

　

主
人
の
実
家
は
度
島
。
広
報
ひ
ら
ど
10

月
号
の
特
集「
島
の
暮
ら
し
」が
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
た
途
端
、「
あ
っ
！
○
○
が
出

と
る
ば
い
」「
○
○
の
釣
れ
よ
る
」と
か
大

騒
ぎ
。
自
分
の
故
郷
が
紹
介
さ
れ
て
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
様
で
す
。
私
が
五
島
か

ら
嫁
い
で
来
て
21
年
。
度
島
も
五
島
も
抱

え
る
問
題
は
同
じ
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
特
集
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
日
ご
ろ
私
が
度
島
に
行
く
度
に
感
じ

る
こ
と
は
、
平
戸
港
の
駐
車
場
は
今
で
は

２
時
間
程
度
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て

い
て
、
買
い
物
や
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
に

は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
島
に
渡
る
に
は
か

え
っ
て
利
用
し
に
く
い
。
長
時
間
無
料
が

無
理
な
ら
ば
、
長
時
間
や
泊
ま
り
の
駐
車

は
、
低
料
金
徴
収
に
す
る
な
ど
も
う
少
し

改
善
し
て
、
駐
車
場
の
心
配
を
せ
ず
に
島

に
も
渡
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
（
メ
リ
ー
マ
マ　

46
歳
女
性
）

●

　

旧
平
戸
市
と
違
っ
て
、
現
在
の
平
戸
市

は
合
併
し
て
大
き
な
市
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
や
地
域
の
昔
な
が
ら
の
郷
土

料
理（
お
や
つ
な
ど
を
含
む
）の
レ
シ
ピ
紹

介
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

し
た
。
孫
が
帰
省
し
た
と
き
な
ど
田
舎
の

味
を
・
・
・
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ミ
マ
ロ　

83
歳
女
性
）

※

こ
の
ほ
か
、
２
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。
紙
面
に
は
、
先
着
順
で
掲
載
し

　

て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s

広報ひらど 平成20年11月号 26Hirado City Public Relations,2008.1127

今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。
※写真は、15,000 円（送料・消費税込み）の贈答用です。
　プレゼントは、刺身なしのセットになります。

「磯かつ」
「あら鍋セット（10,000 円分）」を
３名様にプレゼント！
　現在、平戸市では「あら鍋まつり」を開催しています。
あらは、これからの季節脂がのり一段と美味しくなり、
女性に喜ばれるコラーゲンをたくさん含んでいますの
で美肌効果も抜群です。あらは、養殖ができないため、
天然のあらを求めて漁に出ても、何日も釣れない日が
続くことが多く「幻の高級魚」と呼ばれ、福岡や首都圏
の市場では高値で取り引されています。磯かつでは、
志々伎漁港で水揚げされたこの「あら」を使って、あら
づくしコース、あら鍋、あらしゃぶなどのお食事を用
意しています。また、あら鍋セットは全国発送も行っ
ていますので、贈答用などにぜひご利用ください。
◎商品についてのお問い合わせ
　「磯かつ」 
　〒859-5118　平戸市紺屋町392番地1
　食事のご予約　TEL 0950-22-2967
　あら鍋セットのご注文　TEL 0120-05-1228
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●11月の主なもよおし●
■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会　11日（火）午前10時30分～

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。

■深川にゃんにゃん横丁／宇江佐真理
■美女いくさ／諸田　玲子
■黒の狩人（上・下）／大沢　在昌
■ガリレオの苦悩／東野　圭吾
■はさんではさんで／甘木つゆこ
■恋のかけら／唯川　恵　ほか
■青春の終わった日／清水眞砂子
■アトラスの使徒（上・下）／サム・ボーン
■ロシア語られない戦争／常岡　浩介
■世間師・宮本常一の仕事／斎藤　卓志
■未来へのおくりもの　さい帯血のすべて／大野　典也
■具だくさんのあったか鍋たっぷり73レシピ／成美堂出版
■生ゴミ先生のおいしい食育／吉田　俊道
■よくわかる最新デジタル放送の基本と仕組み／高安　正明
■赤塚不二夫／河出書房新社

［11月の休館日］
　毎週月曜日（３日・10日・17日・24日）
　勤労感謝の日（23日・日）

［11月の休館日］
　毎週月曜日（３日・10日・17日・24日）
　勤労感謝の日（23日・日）

■きになるともだち／降矢　なな
■あーちゃんのおにいちゃん／長野ヒデ子
■サーカス／にしむらあつこ
■とらねこさんおはいんなさい。／小田桐　昭
■サンドイッチサンドイッチ／小西　英子
■はなたれこぞうさま／福知　伸夫
■パパがやいたアップルパイ／ジョナサン・ビーン
■うさこちゃんのだいすきなおばあちゃん／ディック･ブルーナ
■のほほん／工藤　直子
■リトルプリンセス８　愛のまほうとイシドラ姫／
　　　　　　　　　　　　　　　ケイティ・チェイス
■ロンド国物語１　オルゴールの秘密／エミリー・ロッダ
■海賊黒パンと、プリンセスに魔女トロル，２ひきの
　　　エイリアンをめぐるぼうけん／ガース・ニクス
■少女リブの冒険／アニタ・ステイナー
■ブナ林の四季・白神山地／府瀬川秀司
■コロンブス／小学館
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●11月の主なもよおし●
■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）１日・22日・29日
■映画会　12日（土）
　・おじゃる丸ちっちゃいものの大きなちから（11分）
　・ナイチンゲール物語(20分)・たから島（12分）

■荒野／桜庭　一樹
■神の狩人／柴田よしあき
■いっちばん／畠中　恵
■早刷り岩次郎／山本　一力
■石田衣良の人生相談室／石田　衣良
■校長を出せ！／堀　和世
■細木数子　魔女の履歴書／溝口　敦
■名作マンガの間取り／影山　明仁
■ひとみしり道／べつやくれい
■いくつになっても「元気な脳」でいる方法／大友　英一
■わたし時間のつくり方／金子由紀子
■動物の足跡学入門／熊谷さとし
■似たもの言葉のウソ！ホント？／梅津　正樹 　
■しばわんこの和のおけいこ／川浦　良枝 
■じいちゃんさま／梅　佳代

『つくって食べたい
　ふるさとおやつ』

■復讐プランナー／あさのあつこ 
■エジプトのアイシャ姫／ケイティ・チェイス 
■ねこの手かします／内田麟太郎 
■やまんば妖怪学校／末吉　暁子 
■古道具ほんなら堂／楠　章子 
■ミラクル・ボーイ／ウルフ・スタルク 
■ペーテルおじさん／エルサ・ベスコフ 
■えんまとおっかさん／山本　孝 
■おねえさんといもうと／ル＝ホエン・ファム 
■ペーテルとペトラ／クリスティーナ・ディーグマン 
■ブルンミのドライブ／マレーク・ベロニカ
■げんきにわんわん／五味　太郎
■しちどぎつね／たじまゆきひこ
■がんばれ義足のキリン　たいよう／国松　俊英
■実物大　恐竜図鑑／デヴィッド・ベルゲン

著／藤　清光・中山　美鈴
出版社／農山漁村文化協会

　さつまいもや果物、小麦粉に小豆を
使ってつくる、なつかしくてあたたか
い、ふるさとのおやつはいかがですか？
全国各地のおばあちゃんたちが作り伝
える、おいしくて、しかもヘルシーな
ふるさとおやつ。身近な食材で、愛情
たっぷりのおやつをぜひどうぞ！

　暗黒の世界ではない奇妙でカラフ
ルな深海世界を捉えた写真集です。
無人探査機から撮影された貴重な写
真を多数収録しています。

　ねこのおいしゃさんは、どんな
病気もたちどころに治しちゃう。
今日もたくさんの患者さんがやっ
てきました。でもね、このおいしゃ
さん治し方がちょっと変なんで
す・・・。人気のパネルシアターが
ついに絵本になりました。

『スパイガール』
作者／アリー・カーター
訳／橋本　恵
出版社／理論社

　アメリカ東部にある女子高ギャラガー・
アカデミー。表向きは知能指数の高い全
寮制のお嬢様学校。でも、じつはトップ
シークレットの「スパイ養成学校」なので
ある。主人公カミーはスパイの卵なのに
フツーの男の子に恋をしちゃった！さて、
この恋のミッションはいかに！

『深海』
編/クレール・ヌヴィアン
訳/伊部百合子
監修/高見英人、藤岡換太郎

ドゥーグル・リンズィー
出版社/晋遊舎

『ねこのおいしゃさん』　
作/ますだゆうこ
絵/あべ　弘士
出版社/そうえん社

（各土曜日・各午後２時～）
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■第４回平戸市児童読書感想発表大会■
11月15日（土）午後１時～　北部公民館大ホール

　公的年金制度では、平成８年12月までは、加入していた年金制度ごとの番号により、加入者のみ

なさんの年金加入記録を管理していました。そのため、転職などの理由で加入する制度が変わった場合、

国民年金または厚生年金保険の「年金手帳の記号番号」、「共済組合の組合員番号」など、一人で複数

の年金の番号を持つことがありました。年金を請求する際には、年金加入状況を確認する必要があり、

制度ごとや番号ごとにそれぞれ照会するため調査するのに時間を要していました。その不便さを解消

して、よりよいサービスが提供できるように平成９年１月から導入されたのが『基礎年金番号制度』

です。

　基礎年金番号は、国民年金・厚生年金保険・共済組合といったすべての公的年金制度で共通して使

用する「一人に一つの番号」です。複数の年金番号を持っている人は、年金支給に結びつかなくなる

恐れがありますので、統合の手続きを早めにしてください。手続きは、最寄りの社会保険事務所、保

険福祉課国保年金班、または各支所市民協働課でできますので、年金手帳と印かんを持参してください。

「基礎年金番号への統合は
　　　　　　　お済みですか？」

「伝　統」
　初めて日本に来た時から、私は日本の伝統的な祭

りが大好きになりました。オランダには日本と違っ

て、クリスマスやイースターのように家族や友だち

と一緒に祝う祭りがたくさんあります。しかし、街

の中には伝統的なダンスや音楽を披露する祭りはあ

まりありません。

　オランダの伝統的なダンスというものもなかなか

ありません。オランダ人に聞いても、木靴ダンスし

か知らないと思います。オランダの木靴ダンスは、

オランダの観光地やハウステンボスなどの場所でよ

く行われていますが、実はオランダには伝統的なダ

ンスがあまり残らなかったので木靴ダンスは20世

紀に作られたものらしいです。やはり伝統的なもの

がなくなると寂しいですね。

　平戸に来た時、築地町の龍踊りの練習に誘われま

した。せっかく長崎県に住むことになったので、龍

踊りに挑戦しなければと思い、参加してみました。

平戸くんちにも出て、地域のみなさんと仲良くなっ

て、とても貴重な経験になりました。平戸ではジャ

ンガラ、田助ハイヤ節、龍踊りなど、多くの伝統的

なダンスが残っているのは素晴らしいと思います。

外国人は日本に来ると、昔の町並みや武家屋敷など

を見たいと思っていますが、ヨーロッパほど町並み

が残っていないので、がっかりする人が

多いようです。

　しかし、伝統的なダンスなどは

残っていますので、日本の祭り

に行くと外国人はとても喜びます。

現在、伝統的なダンスや武道をする

人が減少してきていると聞きますが、

オランダと違って伝統的なものがなくな

らないように祈っています。

Hirado City Public Relations,2008.1129



Interview

■名　　称

　殉教地ガスパル様

■種　　別

　市指定史跡

■指定年月日

　昭和46年3月29日

■所　有　者

　生月町大字山田

■所　在　地

　生月町山田免1580番地

殉
教
地
ガ
ス
パ
ル
様

市
指
定
史
跡

　

天
文
19
年（
１
５
５
０
）ポ
ル
ト
ガ
ル

船
の
平
戸
初
来
航
に
併
せ
、
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ら
が
平
戸
に
や
っ
て
き

ま
す
。
以
来
、
平
戸
地
域
は
、
国
内
屈
指

の
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
地
と
な
り
、
平
戸
港

周
辺
と
、
度
島
・
生
月
島
・
平
戸
島
西
海

岸
の
籠
手
田
氏
・
一
部
氏
の
領
地
で
は
、

多
く
の
住
民
が
信
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
慶
長
４
年（
１
５
９
９
）両

氏
の
長
崎
退
去
後
は
、
弾
圧
に
よ
っ
て
多

く
の
犠
牲
者（
殉
教
者
）を
出
し
ま
す
。

　

生
月
町
山
田
の
黒
瀬
の
辻
に
あ
る
、
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
・
ガ
ス
パ
ル
様

は
、
ガ
ス
パ
ル
と
い
う
洗
礼
名
を
持
つ
西

玄
可
と
い
う
人
が
処
刑
・
埋
葬
さ
れ
た
と

さ
れ
る
場
所
で
す
。
彼
は
、
も
と
も
と
籠

手
田
氏
の
家
臣
で
し
た
が
、
同
氏
が
長
崎

に
退
去
し
た
後
も
生
月
島
に
残
り
、
信
者

を
信
仰
面
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
松
浦
鎮
信（
法
印
公
）の
命

に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、
慶
長
14
年（
１
６
０

９
）11
月
14
日
に
妻
子
と
も
ど
も
処
刑
さ

れ
ま
す
。ち
な
み
に
黒
瀬
と
は
ク
ル
ス（
十

字
架
）が
訛
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
西

が
処
刑
に
際
し
、
か

つ
て
十
字
架
が
立
て

ら
れ
、
信
者
の
墓
地

が
あ
っ
た
場
所
で
処

刑
、
埋
葬
さ
れ
た
記

録
と
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

現
地
に
は
、
ガ
ス
パ
ル
様
の
墓
と
さ
れ

る
積
石
墓
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て

こ
こ
か
ら
大
き
な
松
が
生
え
、
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
信
者
か
ら「
ガ
ス
パ
ル
様
の
松
」

と
呼
ば
れ
神
聖
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
４
年（
１
９
９
２
）に
は
、
近
傍
地
に

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
よ
っ
て
祈
念
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
11
月
24

日
に
は
、
西
玄
可
と
妻
子
が
、
ほ
か
の
国

内
の
殉
教
者
と
と
も
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

福
者
に
列
せ
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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に
し

な
ま

▲ガスパル様の墓

▲昭和初期のガスパル様の松（長崎純心大学所蔵写真）

▲黒瀬の辻殉教碑

げ
ん
か

　

紅
葉
が
色
づ
き
始
め
、
心
地
よ
い
日
差

し
が
差
し
込
め
る
生
月
保
育
所
遊
戯
室
で

園
児
た
ち
が
お
行
儀
よ
く
正
座
し
、
絵
本

に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
る
傍
ら
で
、
優

し
い
語
り
口
で
絵
本
を
読
ん
で
い
る
人
が

い
ま
す
。
神
田
紀
子
さ
ん
で
す
。

　

神
田
さ
ん
は
10
年
前
ま
で
は
、
同
園
の

園
長
先
生
で
し
た
。
退
職
後
、
人
間
と
し

て
大
切
な
事
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る

絵
本
の
持
つ
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
と
の
思
い
で
、
一
念
発
起
し
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。
当
初
は
市
内
の
小
学
校
で
毎

週
朝
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
一
方
、
志
し

を
同
じ
く
す
る
仲
間
を
集
い
、
読
み
聞
か

　ボ ラ ン テ ィ ア グ
ループ読み聞かせの
会「紙風船」代表、平
戸市子ども支援読み
聞かせ連絡協議会会
長を精力的に務める。
保育士、園長の経験
を活かし、絵本の魅
力を多くの市民のみ
なさんに伝えている。
趣味は、日本舞踊と
華道。

せ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
市
内
は
元
よ

り
県
内
各
地
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。
今
、
市
内
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
た
ち
の
活
動
が
に
わ
か
に
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
掛
け
人
の
一
人

が
神
田
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
地
道
に
続

け
て
き
た
活
動
が
、
今
大
き
な
広
が
り
を

見
せ
始
め
ま
し
た
。

　

神
田
さ
ん
の
夢
は
、
生
涯
現
役
。「
絵

本
は
い
つ
の
時
代
に
も
心
を
惹
き
付
け
る

魅
力
が
あ
る
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
絵
本
と
の
出
会
い
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

こ
れ
こ
そ
私
の
生
涯
学
習
で
す
ね
」と
笑

顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

絵
本
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い

子
ど
も
た
ち
の「
聞
く
力
」を

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
高
め
た
い
。

神
田　

紀
子
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

絵
本
は
、
人
間
と
し
て
生
き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
学
べ
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

生涯学習実践人
神田　紀子さん
◎生月町壱部浦（70）

こ
う　

  

だ　

         

み
ち     

こ



地
域
の「
文
化
」と「
自
然
」

両
方
を
守
る
世
界
遺
産
条
約

　

世
界
遺
産
条
約
の
目
的
は
、
世
界
中
の

優
れ
た
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
特
定
し
、

保
護
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
現
在
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登

録
物
件
は
８
７
８
件
あ
り
、
世
界
中
の
多

く
の
遺
産
が
保
護
さ
れ
、
そ
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
産
は
、
ケ
ル

ン
大
聖
堂（
ド
イ
ツ
）や
、
グ
ラ
ン
ド
・

キ
ャ
ニ
オ
ン（
ア
メ
リ
カ
）な
ど
、
人
が
作

り
出
し
た
も
の
や
自
然
の
も
の
を
問
わ
ず
、

等
し
く
重
要
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」は
、
県
内
に
分
布
す
る
多
く
の
教

会
堂
と
そ
れ
に
由
来
す
る
独
自
の
歴
史
性

が
評
価
さ
れ
、
平
成
19
年
１
月
に
、
世
界

遺
産
登
録
の
第
一
段
階
と
も
い
え
る
世
界

遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
県
お
よ
び
関
係
５
市
２
町
で
、
早

期
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

世
界
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

　

世
界
遺
産
を
最
も
多
く
保
有
す
る
イ
タ

リ
ア
で
は
、
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
づ
く

り
の
考
え
方
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
、
イ
タ
リ
ア
の「
ヴ
ァ
ル
・
ド
ル

チ
ャ（
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
）」は
、
景
観
の
保

護
と
農
業
・
観
光
な
ど
地
域
経
済
の
持
続

的
発
展
の
成
功
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
守
り
の
保
存

計
画
で
は
な
く
、
能
動
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
特
徴
で
、
チ
ー
ズ
や
ワ
イ
ン
な
ど

地
域
の
特
産
品
の
振
興
や
、
水
資
源
を
活

用
し
た
景
観
作
り
、
ワ
イ
ン
の
道
や
旅
の

道
な
ど
の
文
化
の
道
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
環
境
に
十
分
に
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
開
発
を
振
興
す
る
よ
う
な
方
法
を
取

り
込
み
、
戦
略
的
な
活
動
が
可
能
な
保
存

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
地
域

の
文
化
的
な
景
観
の
保
護
に
関
す
る
考
え

方
は
、
日
本
で
も
応
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
ス
テ
ッ
プ
に

　

私
た
ち
が
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
世
界
遺
産
登
録
は「
目
的
で

は
な
く
過
程
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
、
教
会
堂
な

ど
の
資
産
を
守
っ
て
い
く
の
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
地
域
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
当

た
り
、
周
辺
の
地
域
を
広
く
巻
き
込
ん
で
、

登
録
後
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
地
域
に
還

元
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
地

域
活
性
化
を
図
り
た
い
場
所
か
ら
優
先
的

に
世
界
遺
産
に
推
薦
し
て
い
る
の
も
、
こ

の
考
え
方
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
も
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

後
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
世
界
遺
産
を
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
考
え
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
月
・
平
戸
の
文
化
的
景
観

　

今
年
度
か
ら
、
生
月
島
お
よ
び
平
戸
島

西
海
岸
地
域
・
宝
亀
地
区
周
辺
で
、「
文

化
的
景
観
」の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、「
地
域
の
風
土
に
根
ざ
し
、

人
々
の
営
み
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
き

た
景
観
地
」を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て

位
置
付
け
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
文
化
的
景
観
と
い
う
考
え
方
は
、

近
年
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
分
野
で
あ
り
、「
長
崎
の
教
会
群
」

の
世
界
遺
産
登
録
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

も
必
要
と
な
る
考
え
方
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
か
ら
弾
圧
、
潜
伏
、

復
活
と
い
う
歴
史
や
土
地
利
用
の
あ
り
方

を
調
査
し
、
平
成
21
年
度
の
重
要
文
化
的

景
観
選
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

　

９
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）、
ひ
ら
ど

ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
世
界

遺
産
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
生
月
地

区
の
放
牧
地
や
、
田
平
天
主
堂
の
ほ
か
、

大
バ
エ
灯
台
や
川
内
峠
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
な
ど
、
市
内
外

か
ら
参
加
し
た
多
く
の
み
な
さ
ん
が
、
平

戸
市
を
代
表
す
る
地
域
資
源
を
見
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）

に
は
、
県
内
音
楽
分
野
の
人
材
育
成
と
音

楽
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、「
な
が
さ
き
音
楽
祭

２
０
０
８
」が
開
催
さ
れ
、
山
田
教
会
と

宝
亀
教
会
で
ア
・
カ
ペ
ラ
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
会
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
み
な
さ

ん
か
ら
は
、「
教
会
と
い
う
特
別
な
場
所

で
、
普
段
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
音
楽
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
感
想
が

多
く
聞
か
れ
、
改
め
て
教
会
建
築
の
持
つ

魅
力
や
そ
こ
に
あ
る
歴
史
の
重
要
性
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
根
獅
子
町
で
は
、
11
月
29
日

（
土
）・
30
日（
日
）に
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
の

重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め「
カ
ク
レ

キ
リ
シ
タ
ン
の
里
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ

れ
、
獅
子
町
で
は
、
景
観
を
阻
害
し
て
い

る
耕
作
放
棄
地
の
環
境
美
化
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

獅
子
町
総
代
の
江
口
七
義
さ
ん
は
、

「
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
文
化
的
景
観
選

定
と
合
わ
せ
て
、
環
境
美
化
を
行
う
こ
と

で
、
相
乗
効
果
を
狙
い
、
地
域
振
興
に
結

び
付
け
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
重
要
文
化
的
景

観
の
選
定
や
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り

組
み
が
、
こ
れ
ら
と
相
ま
っ
て
地
域
へ
よ

り
良
い
効
果
が
出
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
２

世界遺産

Vol.04

生月島・平戸島西海岸の文化的景観と殉教遺跡
～世界遺産を活かした地域づくり～

広報ひらど 平成20年11月号 32Hirado City Public Relations,2008.1133

①②ながさき音楽祭2008「教会コンサート」から
の一コマ。両会場共に多くの市民のみなさんが
来場され、長崎県合唱連盟で結成された「アカペ
ラ・アンサンブル長崎」の美しい合唱に酔いしれ
ていました（①山田教会・②宝亀教会）③９月27
日（土）・28日（日）に開催された「ひらどツー
デーウォーク」からの一コマ。写真は、聖フラン
シスコ・ザビエル記念教会前を通過する参加者

1

2

3

平戸から世界遺産を



空
手
道

卓球

若
　

平
戸
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ま
し
た
。
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ほ
か
各
種
全
国
大
会
に
、
平
戸
の
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
全
国
制
覇
を

目
指
し
挑
戦
し
ま
し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
、
そ
の
選
手
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

①いつから競技を始めました
　か？
②始めたきっかけは？
③競技するとき、心がけてい
　ることは？
④今後の目標は？

個人シングルス
３回戦敗退
①中学校１年生から
②度島中学校には、卓球部と陸上部しかなく、迷わずやりたかった
　卓球を選んだ
③１球１球を大事にすることと、ミスをした問題を見つけて同じミ
　スをしないように改善していくこと
④大学に進学するつもりなので、インターカレッジでベスト８以上
　に入れるようにがんばりたい

全
国
大
会
に
出
場
し
た

平
戸
の　
　

き
ア
ス
リ
ー
ト
②
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馬渡　直樹　選手
　　　（度島町・鎮西学院３年）

小学小学男子男子６年組手の部６年組手の部
優秀賞優秀賞
①６歳から６歳から
②兄②兄から誘われてから誘われて
③強くなるためにまじめに練強くなるためにまじめに練
　習をしている　習をしている
④全国大会で優勝できるよう全国大会で優勝できるよう
　にがんばりたい　にがんばりたい

小学小学男子３男子３年組手の部年組手の部
第３位第３位
①５歳から５歳から
②兄②兄二人がやっていたので二人がやっていたので
③遠くからでも突きが伸びる遠くからでも突きが伸びる
　ように腰を入れて突くこと　ように腰を入れて突くこと
④全国制覇を目指したい全国制覇を目指したい

小学小学男子２男子２年組手の部年組手の部
優　勝優　勝
①５歳から５歳から
②父がやっていたので父がやっていたので
③気合が入るように大きな声気合が入るように大きな声
　を出すこと　を出すこと
④また全国大会で優勝したいまた全国大会で優勝したい

小学６年女子形の部小学６年女子形の部
３回戦敗退３回戦敗退
①５歳から５歳から
②母親が空手の先生で何度か見に母親が空手の先生で何度か見に
　いくうちにおもしろそうだと　　いくうちにおもしろそうだと　
　思って　思って
③基本練習でも、技の練習でもい基本練習でも、技の練習でもい
　つも真剣に行うようにしている　つも真剣に行うようにしている
④平成26年の長崎国体に出場して平成26年の長崎国体に出場して
　良い成績をあげたい　良い成績をあげたい

男子個人組手の部男子個人組手の部
ベスト16ベスト16
①小学１年生から小学１年生から
②いとこの兄ちゃんがやっているいとこの兄ちゃんがやっている
　のを見て　のを見て
③人より練習をするようにしてい人より練習をするようにしてい
　る。礼儀を心がけている　る。礼儀を心がけている
④高校でインターハイに出場し、高校でインターハイに出場し、
　上位入賞を目指したい　上位入賞を目指したい

小学男子１・２年形の部小学男子１・２年形の部
優秀賞優秀賞
①小学１年生から小学１年生から
②お母さんに勧められてお母さんに勧められて
③中段突きを正確に速く突け中段突きを正確に速く突け
　るように練習している　るように練習している
④全国大会で優勝したい全国大会で優勝したい

男子団体組手の部男子団体組手の部
第５位第５位
③勝って次の人につなげるようがんばっています。気勝って次の人につなげるようがんばっています。気
合いで負けないように、下がらないようにしている合いで負けないように、下がらないようにしている
④今年よりも良い成績を挙げたい今年よりも良い成績を挙げたい

女子団体組手の部女子団体組手の部
３回戦敗退３回戦敗退
③声を出すこと、仲間を信じること、声を出すこと、仲間を信じること、
　気持ちをひとつにすること　気持ちをひとつにすること
④全国大会で入賞したい全国大会で入賞したい

小学６年女子組手の部小学６年女子組手の部
２回戦敗退２回戦敗退
①５歳から５歳から
②姉が空手をやっていて、姉みた姉が空手をやっていて、姉みた
　いになりたいと思って　いになりたいと思って
③気合が入るように声を出すこと気合が入るように声を出すこと
　と、技のキレを出すために突い　と、技のキレを出すために突い
　た後の引きを速くするようにし　た後の引きを速くするようにし
　ている　ている
④高校３年の時に行われる長崎国高校３年の時に行われる長崎国
　体に出場して、良い成績をあげ　体に出場して、良い成績をあげ
　たい　たい

生月中学校男子生月中学校男子空手道部空手道部

生月中学校女子生月中学校女子空手道部空手道部

小学男子６年組手の部
優秀賞
①６歳から
②兄から誘われて
③強くなるためにまじめに練
　習をしている
④全国大会で優勝できるよう
　にがんばりたい

小学男子３年組手の部
第３位
①５歳から
②兄二人がやっていたので
③遠くからでも突きが伸びる
　ように腰を入れて突くこと
④全国制覇を目指したい

小学男子２年組手の部
優　勝
①５歳から
②父がやっていたので
③気合が入るように大きな声
　を出すこと
④また全国大会で優勝したい

小学６年女子形の部
３回戦敗退
①５歳から
②母親が空手の先生で何度か見に
　いくうちにおもしろそうだと　
　思って
③基本練習でも、技の練習でもい
　つも真剣に行うようにしている
④平成26年の長崎国体に出場して
　良い成績をあげたい

男子個人組手の部
ベスト16
①小学１年生から
②いとこの兄ちゃんがやっている
　のを見て
③人より練習をするようにしてい
　る。礼儀を心がけている
④高校でインターハイに出場し、
　上位入賞を目指したい

小学男子１・２年形の部
優秀賞
①小学１年生から
②お母さんに勧められて
③中段突きを正確に速く突け
　るように練習している
④全国大会で優勝したい

男子団体組手の部
第５位
③勝って次の人につなげるようがんばっています。気
合いで負けないように、下がらないようにしている
④今年よりも良い成績を挙げたい

女子団体組手の部
３回戦敗退
③声を出すこと、仲間を信じること、
　気持ちをひとつにすること
④全国大会で入賞したい

小学６年女子組手の部
２回戦敗退
①５歳から
②姉が空手をやっていて、姉みた
　いになりたいと思って
③気合が入るように声を出すこと
　と、技のキレを出すために突い
　た後の引きを速くするようにし
　ている
④高校３年の時に行われる長崎国
　体に出場して、良い成績をあげ
　たい

白
石　

智
哉　
選
手

　
（
生
月
町
舘
浦
・
山
田
小
６
年
）

尾
﨑　

貫　
選
手

　
（
生
月
町
壱
部
浦
・
生
月
小
３
年
）

久
富　

暉
竜　
選
手

　
（
生
月
町
壱
部
・
生
月
小
２
年
）

石
橋　

怜
於　
選
手

　
（
生
月
町
山
田
免
・
山
田
小
２
年
）

松
倉　

七
海　
選
手

　
（
田
平
町
深
月
免
・
田
平
南
小
６
年
）

橋
口　

龍
三　
選
手

　
（
生
月
町
南
免
・
生
月
中
３
年
）

田
島　

可
菜　
選
手

　
（
生
月
町
里
免
・
生
月
小
６
年
）

若

uestion
‐選手たちへ質問‐

全国中学生空手道選手権大会全国中学生空手道選手権大会全日本少年少女空手道選手権大会

全日本空手道連盟剛柔会「全国空手道選手権大会」

全国高等学校総合体育大会卓球競技

神田　大樹　選手

末永　辰也　選手

橋口　龍三　選手

松山雄太郎　選手

畳屋　光平　選手

濵田亜由美　選手

末永　望美　選手

白石莉沙希　選手

山浦　萌　選手

坂井　友美　選手

生月中学校男子空手道部

生月中学校女子空手道部

ま　　 わたり なお　　 き

はま   だ　 あ　  ゆ　 み しら いし　り　 さ　 き さか   い　　　 とも    み

すえなが　　　のぞ   み やまうら　　    もえ

すえなが　　　たつ   や

たたみや　　　こうへい

まつ やま  ゆう   た    ろう

こう   だ　　　ひろ    き はし ぐち　　 りゅうぞう

い
し　
　

ば
し　
　
　
　
　
　
　

れ　
　
　

お

は
し　
　

ぐ
ち　
　
　
　
　
　

り
ゅ
う　

  

ぞ
う

ま
つ　
　

く
ら　
　
　
　
　
　

な
な　
　
　

み

た　
　

   

し
ま　
　
　
　
　
　

   

か　
　
　

な

し
ら　
　

い
し　
　
　
　
　
　

  

と
も　
　

   

や

ひ
さ　
　

と
み　
　
　
　
　
　

   

き　
　

  

り
ゅ
う

お　
　

  

さ
き　
　
　
　
　
　

  

か
ん



～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～
～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～
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■駐車場
　平戸市役所前駐車場、平戸市役所第２駐車場、
　平戸文化センター横荷揚場、レストハウス駐車場
　亀岡グラウンド、平戸小学校グラウンド
※会場付近には駐車場がありません。上記駐車場から会場までは、15分間隔で運行しているシャトルバスをご利
　用ください。

　生月地区海産物をメインとした郷土物産展に加え、子ど
もに大人気のヒーローショーや生月ならではの鯨料理の試
食、魚の重量当て、米の量り当てなど盛りだくさんのイベ
ントを開催します。

午前９時～午後５時（16日は午後４時まで）
／平戸港交流広場・平戸市漁協「旬鮮館」

午前９時～午後３時30分
／生月支所前漁港用地広場

土 日日

平戸市秋の産業まつり平戸市秋の産業まつり平戸市秋の産業まつり平戸市秋の産業まつり

　　地場産品展示即売会
　　わくわく大抽選会
　　焼き台コーナー（七輪の無料貸し出し）
　　ギフト商品紹介
　　生月、田平、大島物産展

　　郷土物産展　　　　　　ヒーローショー
　　産業功労者の表彰　　　クジラ料理試食会
　　品評会　　　　　　　　
　　焼き台コーナー
　　目方でドン！（魚の重量当て、米の量り当て）

　新鮮な地場産品の展示即売会や特産品が当たる大抽
選会、園児から高校生が参加する演奏会なども行われ
ます。今年は、南部地区まで無料送迎バスを運行しま
す。

■お問い合わせ
　生月支所産業建設課産業建設班（☎内線4134）

■無料送迎バス
▼中部方面（大越経由） ▼中・南部方面

　大評判の大島牛の販売をはじめとした、毎年恒例の大島
村農水産物の即売会はもちろん、新米のすくいどりやサザ
エのつかみどりなどイベント満載で開催します。

午前10時～午後３時
／大島支所前広場

　　農水産物即売会
　　大島牛即売会
　　コシヒカリ新米すくいどり
　　サザエのつかみどり
 　　福引き抽選会
　　小、中、高校発表会
　　文化協会演芸発表会
　　田平権現太鼓保存会公演ほか
■お問い合わせ
　大島支所産業建設課産業建設班（☎内線6122）

宮の浦

志々伎

前津吉入口

下中津良

平戸高前

根獅子道

紐　差

宝　亀

川　内

交流広場

7:50

8:10

8:15

8:20

8:25

8:30

8:35

8:43

8:50

9:00

10:50

11:10

11:15

11:20

11:25

11:30

11:35

11:43

11:50

12:00

～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～
～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～

行き
バス停

１便 ２便

ふれあいセンター前

中　野

交流広場

8:30

8:45

9:00

11:30

11:45

12:00

行き
バス停

１便 ２便

▼中・南部方面

交流広場

川　内

宝　亀

紐　差

根獅子道

平戸高前

下中津良

前津吉入口

志々伎

宮の浦

13:00

13:10

13:17

13:25

13:30

13:35

13:40

13:45

13:50

14:10

16:00

16:10

16:17

16:25

16:30

16:35

16:40

16:45

16:50

17:10

帰り
バス停

１便 ２便

交流広場

中　野

ふれあいセンター前

14:15

14:30

14:45

16:45

17:00

17:15

帰り
バス停

１便 ２便

田の浦

（田助小）学校前

交流広場

9:30

9:35

9:45

12:30

12:35

12:45

行き
バス停

１便 ２便

交流広場

（田助小）学校前

田の浦

13:30

13:40

13:45

16:00

16:10

16:15

帰り
バス停

１便 ２便

▼北部方面

■お問い合わせ
　観光商工課商工物産班（☎内線2275）、平戸商工会議所（☎22‐3131）

【注意】
　無料送迎バスは、表示しているバス停にしか止まりませ
んのでご注意ください。
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募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

　

募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
５

　

第
６
回
平
戸
市
民
生
涯
学
習

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
５

　

景
観
計
画
素
案
に
関
す
る

　

地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
９
０

　

２
０
０
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
を

　

11
月
に
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

　
「
魚
の
さ
ば
き
方
講
習
会
」の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
水
産
課
水
産
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
１
７

　
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」の
ス
タ
ッ
フ

　

を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

　

事
後
評
価
原
案
へ
の

　

意
見
を
募
集
し
ま
す

　　

申
・
問
生
月
支
所
産
業
建
設
課
産
業
建
設
班

　　
　
　
　

☎
内
線
４
１
３
３

地区名

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

　　　　対象区域

平戸小学校区内の地区

田助小学校区内の地区

主師・山野白石・坊方地区

主師・山野白石・坊方地区
を除く中野地区

宝亀全地区、田崎・神鳥地区
および迎紐差地区の字外首地域

根獅子小学校区内の地区

紐差小学校区内（田崎・神鳥
地区を除く）および大川原小
学校区内の地区

獅子小学校区内の地区

南部中学校区内および
野子中学校区内の地区

度島全地区

山田地区・舘浦地区

上記以外の地区

坊田区・小手田区・生向区

上記以外の区

大島全地区

　　　　と　　き

11月  6日（木）午後７時～

11月18日（火）午後7時～

11月  7日（金）午後7時～

11月10日（月）午後7時～

11月11日（火）午後７時～

11月14日（金）午後7時～

11月13日（木）午後7時～

11月17日（月）午後7時～

11月14日（金）午後7時～

　　と　こ　ろ

市離島開発総合センター

田助ハイヤ節伝承館

主師公民館

中野ふれあい会館

宝亀第２公会堂

根獅子町公民館

市ふれあいセンター

獅子ふれあい会館

市多目的研修センター

度島浦公民館

生月船員福祉会館

生月町中央公民館

生向公民館

たびら活性化施設

大島村離島開発総合センター

○
と　

き　

11
月
７
日（
金
）午
後
７
時
〜
午

　

後
８
時
30
分（
開
場
は
午
後
６
時
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
演　

題　
「
い
じ
め
・
逆
境
に
強
い
子
を
育

　

て
る
10
の
心
得
」

○
講　

師　

カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
久
子
氏

　
　
　
　
　
（
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
日
本
の
水
産
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る「
水
産
業
の
国
勢
調

査
」と
も
い
う
べ
き
大
切
な
調
査
で
す
。
調
査

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
水
産
行
政
施

策
の
推
進
の
た
め
に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

漁
業
者
や
水
産
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願

い
に
伺
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
良
好
な
景
観
を
守
り
、
育
て
、
創

り
出
す
た
め
の
目
標
や
方
針
、
ま
た
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
方
法
を
定
め
る
た
め
、
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
計
画
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
７
月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
基
に
、
景
観
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い

て
景
観
計
画
素
案
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
素
案

で
は
、
計
画
の
目
的
、
計
画
の
区
域
、
良
好
な

景
観
の
形
成
に
関
す
る
方
針
、
届
出
対
象
行
為

と
そ
の
制
限
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
定

め
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
景
観
計
画
素
案
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
す
る
地
区
説
明
会
を
左
表
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
支
所
産

業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

10
戸

　

①
平
戸
地
区
２
戸
②
生
月
地
区
７
戸
③
田
平

　

地
区
１
戸

○
申
込
期
限　

11
月
14
日（
金
）

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
②
住
宅
に
困
っ
て
い

　

る
こ
と
③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
同
居
ま
た
は
同

　

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

○
添
付
書
類　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま

　

た
は
所
得
証
明
書
②
納
税
証
明
書
③
住
民
票

　

謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
12
月
上
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
後

　

日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

12
ｘ
お
ら
ん
だ
２
０
０
８
年
版
の
活
動
の
サ

ポ
ー
タ
ー
、
交
流
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
、
企
画
課
地
域
振
興
班
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

○
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー　

通
訳
を
し
た
い
人（
日

　

常
英
会
話
が
で
き
る
程
度
で
か
ま
い
ま
せ

　

ん
）、
活
動
全
般
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

　

人（
都
合
の
つ
く
限
り
で
結
構
で
す
）

○
交
流
参
加
者　

健
康
体
操
や
ダ
ン
ス
を
教
わ

　

り
た
い
人
、
絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
を
教
わ
り
た

　

い
人
、
国
際
・
文
化
交
流
に
興
味
の
あ
る
人

　

生
月
地
区
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
壱
部
中

央
線
道
路
改
良
工
事
や
元
触
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
、
上
場
の
杜
公
園
整
備
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
が
も
た
ら
し

た
成
果
な
ど
を
客
観
的
に
検
証
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
、
事
後
評
価
の
原

案
を
公
表
し
、
評
価
原
案
に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

○
原
案
の
公
表
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

　

10
月
31
日（
金
）〜
11
月
17
日（
月
）

○
閲
覧
場
所　

生
月
支
所
産
業
建
設
課

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.city.hirado.nagasaki.jp

○
意
見
提
出
方
法　

事
後
評
価
原
案
へ
の
意
見
、

　

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、
生
月
支
所
産
業

　

建
設
課
ま
で
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、Ｆ

　

Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
先　

生
月
町
里
免
１
６
６
０
番
地

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

53‐

３
０
５
８

▼
Ｅ
メ
ー
ル　

i_sangyo@
city.hirado.lg.jp

　

魚
料
理
は
簡
単
・
簡
単
！
自
分
で
ほ
ん
の
少

し
手
を
加
え
る
だ
け
で「
お
得
に
」「
お
い
し
く
」

い
た
だ
け
ま
す
。
若
手
の
漁
師
さ
ん
が「
魚
の

さ
ば
き
方
」を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
６
日（
土
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

ア
ジ
の
３
枚
お
ろ
し
と
刺
し
身
の

　

切
り
方
、
骨
と
頭
で
お
吸
い
物
作
り
な
ど

○
対
象
者　

市
内
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
女
性

○
募
集
人
数　

30
人（
先
着
順
）

○
参
加
料　

５
０
０
円（
原
材
料
代
）

○
持
参
す
る
も
の　

和
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

○
申
込
締
切
日　

11
月
28
日（
金
）

○
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、氏
名
・

　

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
水
産
課
水
産
振

　

興
班
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22‐
５
３
５
２

▼景観計画地区説明会日程表

▲長崎県生まれ、ニュー
ヨーク市在住。ニュー
ヨーク州ウエストチェ
スター郡立医療セン
ター視聴覚臨床教育プ
ログラム主任を歴任

　10月２日、慢性的な水不足に悩む中・南部地区の新たな水源と
して大川原町に建設中の阿奈田ダムで、白濵市長をはじめ関係者
約50人が出席し、初打設式が開催されました。式では、白濵市長
の笛の合図と同時に、クレーン車につり下げられたバケットの底
が開き、勢いよく生コンクリートが堤体に流し込まれると、参加
者から歓声が上がりました。同ダムは、堤高31.5ｍ、堤長95.5ｍ、
総貯水量22万9,000トンの計画で建設されており、平成23年４
月の供用開始を目指しています。

阿奈田ダムの本体工事開始！
　10月７日、早福町で、早福漁港関連道開通式が行われ、地元の
みなさんや関係者など約300人が参加しました。この関連道は、
早福町と津吉町の山間部をつなぐ道路で、９年の歳月をかけて完
成したもの。式では、志々伎小学校早福分校の児童のみなさんに
よる一輪車芸の披露や陸上自衛隊音楽隊による演奏などが行われ、
住民待望の関連道の完成に花を添えました。
■道路計画全長　2,500ｍ　■道　路　1,942ｍ
■トンネル　458ｍ　■橋　梁　100ｍ

地元住民待望の早福漁港関連道が完成
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「
第
23
回
平
戸
市
人
権
教
育

　
　
　
　

研
究
大
会
」を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
３

　

母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

　

14
日
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
！

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

　
「
適
応
指
導
教
室
の
ぞ
み
」の

　

移
転
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
１
４

　

全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日（
日
）〜
11
月
15
日（
土
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
３
１
６
７

　

市
民
総
合
相
談
所
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
３

　

地
籍
調
査
後
の

　

閲
覧（
結
果
確
認
）に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　

問
国
土
調
査
課
国
土
調
査
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
９
０
４

　

や
ら
ん
ば
市
民
活
動
モ
デ
ル
事
業

　
（
２
次
募
集
分
）を
決
定
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
協
働
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

　
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」作
品
発
表
会

　

〜
ア
ー
ト
に
よ
る
出
会
い
〜

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
地
域
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
８

　

法
律
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
５

　

災
害
義
援
金
の
ご
報
告

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
事
務
所
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
３

　
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
活
躍
し

て
い
る
芸
術
家
が
１
か
月
間
平
戸
に
滞
在
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
芸
術
を
通
じ
て
交
流
す
る

事
業
で
す
。
今
年
の
参
加
者
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

チ
ョ
ン
・
チ
ャ
オ
・
リ
ム
さ
ん（
ダ
ン
サ
ー
）

と
猶
興
館
高
校
体
操
同
好
会
の
み
な
さ
ん
に
よ

る「
ダ
ン
ス
の
共
演
」や
サ
ラ
・
ハ
ラ
ラ
ム
ビ

デ
ス
さ
ん（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）の

作
品
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘

い
の
上
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
18
日（
火
）午
後
７
時
〜
午

　

後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

松
浦
史
料
博
物
館

○
入
場
料　

無
料

　
「
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人

ひ
と
り
が
輝
く
こ
と
！
心
豊
か
に
生
き
て
い
く

こ
と
！
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
平
戸
市
人

権
教
育
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
18
日（
火
）午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時
15
分

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

○
内　

容

①
実
践
報
告　

猶
崎
五
月
さ
ん（
平
戸
小
学
校
）、

　

藪
英
彦
さ
ん（
江
迎
小
学
校
）

②
講　

演　

田
中
良
彦
さ
ん（
長
崎
県
人
権
教

　

育
協
議
会
会
長
・
御
厨
中
学
校
教
諭
）

　

平
成
19
年
度
に
地
籍
調
査
を
実
施
し
た
次
の

地
区
に
つ
い
て
、
閲
覧（
地
籍
調
査
後
の
結
果

の
確
認
）を
実
施
し
ま
す
。
閲
覧
期
間
中
に
訂

正
の
な
い
場
合
は
、
今
回
の
地
籍
調
査
結
果
の

と
お
り
、
土
地
登
記
簿
の
表
示
お
よ
び
公
図
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

○
地
区
名
お
よ
び
字
名

▼
地
区
名　

度
島
第
２
地
区

▼
字　

名　

荒
崎
・
山
ノ
内
・
池
畑
・
壱
箋
替
・

　

奈
切
・
湯
牟
田
・
飯
盛
・
中
山
・
牟
田
・
丸
島
・

　

椎
木
原（
一
部
）

○
閲
覧
期
間
お
よ
び
閲
覧
場
所

▼
11
月
４
日（
火
）〜
７
日（
金
）午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

　

国
土
調
査
課（
岩
の
上
町
１
４
８
１
番
地
１
、

　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
手
前
）

▼
11
月
10
日（
月
）〜
21
日（
金
）午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

　

度
島
町
三
免
集
落
セ
ン
タ
ー（
度
島
町
又
４

　

９
９
番
地
、
飯
盛
漁
港
内
）

○
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

①
印
か
ん（
認
印
で

　

も
可
）②
委
任
状（
代
理
人
が
閲
覧
す
る
場
合
）

　

こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥
し
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使
用
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
と
な

り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
火

災
予
防
の
大
切
さ
を
認
識
し
、「
火
の
用
心
」を

心
が
け
る
こ
と
で
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
切
な
生
命
や
財
産
を
火
災
で

失
う
前
に
、
全
国
統
一
防
火
標
語「
火
の
し
ま

つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
」の
よ
う
に
、

い
ま
一
度「
火
の
後
始
末
」を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
11
月
８
日（
土
）〜
10

日（
月
）に
、
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

市
消
防
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
お
よ
び
危
険
物
安
全
協
会
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

　

富
山
県
７
月
大
雨
、
金
沢
豪
雨
の
被
災
地
救

済
の
た
め
に
８
月
21
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
の

間
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
り
集
め
ら

れ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被

災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
富
山
県
７
月
大
雨
災
害
義
援
金

　

総　

額　

４
万
８
７
６
５
円

○
金
沢
豪
雨
災
害
義
援
金

　

総　

額　

５
万
０
５
７
６
円

　

９
月
17
日
、
市
役
所
で「
市
協
働
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
」が
事
業
審
査
会
を
開
き
、
応

募
団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
、
事
業
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
市
は
、

こ
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
、
や
ら
ん
ば
市
民
活

動
モ
デ
ル
事
業（
１
件
）を
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ
名　

歴
史
的
建
造
物
・
町
並
み
・
史

　

跡
等
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

○
事
業
名　

城
下
町
再
発
見
事
業

○
採
択
団
体
名　

庭
を
守
る
会

○
交
付
額　

69
万
円

○
事
業
内
容　

①
専
門
家
を
招
き
、
歴
史
的
価

　

値
・
町
並
み
保
存
先
進
事
例
の
勉
強
会
②
散

　

策
マ
ッ
プ
作
成
・
周
知
活
動
③
案
内
誘
導
板

　

な
ど
の
設
置
④
会
員
・
所
有
者
・
周
辺
住
民

　

の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
下
、
周
辺
の
除
草
、

　

清
掃
、
伐
採
な
ど

　

９
月
１
日
か
ら「
適
応
指
導
教
室
の
ぞ
み
」

の
開
催
場
所
を
次
の
よ
う
に
移
転
し
ま
し
た
。

▼
旧　

市
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
新　

市
少
年
セ
ン
タ
ー（
市
離
島
開
発
総
合

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　
「
適
応
指
導
教
室
の
ぞ
み
」で
は
、
専
門
指
導

員
の
指
導
の
も
と
、
不
登
校
な
ど
の
状
況
に
あ

る
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
学
習
活
動
、
軽
運
動
、

諸
活
動
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
以
外
の
公

的
教
育
施
設
で
の
活
動
を
通
し
て
、
心
理
的
な

安
定
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
・
学
級
へ
の
復
帰

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
指
導
班
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
、
県
、
市
の
行
政
に
関
す
る
相
談
、
家
庭

内
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
困
っ
た
こ

と
や
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
21
日（
金
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時

○
と
こ
ろ　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
相
談
員　

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
職
員
、
長

　

崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局
職
員
、
人
権
擁
護

　

委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
行
政
相
談
員

　

養
育
費
の
取
り
決
め
、
履
行
の
確
保
、
消
費

者
金
融
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い

て
、
弁
護
士
に
よ
る
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
・

父
子
家
庭
向
け
の
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
18
日（
火
）午
後
１
時
〜
午

　

後
５
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
３
階
小
会
議
室

○
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
・
父
子
家

　

庭
の
父

○
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
事
前
予
約
）

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

長
崎
県
母
子
家
庭
等
自
立
促
進
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５‐

８
４
９‐

３
５
１
１
）ま
た
は
、

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班
へ

　

現
在
、
母
子
家
庭
の
福
祉
医
療
該
当
者
に
発

行
し
て
い
る
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
11
月
30

日（
日
）ま
で
で
す
。
更
新
の
手
続
き
を
受
付

期
間
中
に
お
願
い
し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新
の

手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
今
後
の
助
成
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
と
子

※

確
認
の
結
果
、
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

11
月
４
日（
火
）〜
14
日（
金
）

○
受
付
場
所　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班
、

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所

○
持
参
す
る
も
の　

①
印
か
ん
②
健
康
保
険
証

　

③
金
融
機
関
の
通
帳
④
児
童
扶
養
手
当
証
書
、

　

ま
た
は
遺
族
年
金
証
書
な
ど

※

現
在
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
に
は
、

　

別
途
通
知
し
ま
す
。



　

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
税
務
署

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
２
１
３
１

　

長
崎
県
の
最
低
賃
金
が

　

改
定
さ
れ
ま
し
た
！

　　
　
　
　

問
長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　　
　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
０
１
‐
０
０
３
３

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　

講
演
会
」を
開
催
し
ま
す

　　
　

問（
社
）北
松
浦
青
年
会
議
所

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

　　
　
　

☎
0
9
5
6
‐
63
‐
２
０
５
２

　

不
妊
に
悩
む
ご
夫
妻
に

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　　
　
　
　

問
県
こ
ど
も
家
庭
課

　　
　
　
　
　

☎
０
９
５
‐
８
９
５
‐
２
４
４
５

　

11
月
は「
被
害
者
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
強
化
月
間
」で
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
警
察
署

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
３
１
１
０

　
「
平
戸
大
橋
回
数
券
」を

　

販
売
し
て
い
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
３
０
６
０

　
「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里

　　
　

サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す

　　

問
ヒ
ラ
ド
・
ビ
ッ
グ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ（
川
上
）

　　
　

☎
０
９
０
‐
２
５
１
１
‐
３
２
７
５

　

松
浦
火
力
発
電
所
を

　

一
日
開
放
し
ま
す

　
　
　

問
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　

松
浦
火
力
発
電
所

　
　
　
　

☎
０
９
５
６
‐
72
‐
１
２
０
１

0950-53-28160950-53-28160950-53-2816

戒名彫刻・クリーニング
改修・移設・合祀

創業７０年　お墓のことなら何でもご相談下さい

墓　石
記念碑 松永石碑店松永石碑店松永石碑店

設計
製作
施工

生月町山田免２３３１

■９月の交通事故

■９月末までの
　　火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）16名 （軽傷）2名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

２５件 

（　　　　３２件）

１,０１２件 

（  ９１８件）

１３件

０名

１８名

■善意のともしび

■「やらんば！平戸」応援寄附金

　篤志および香典返しで、次の方々から
ご寄付がありました（敬称略）。
ひらどふれあい福祉基金へ
　○野子町　西　新一（亡妻　スヤ子）
平戸図書館へ
　○大久保町　磯本　重明（亡父　稔）
大島村保育所、大島小・中学校へ
　○大島村神浦　大浦　文江（亡夫　博）

　○岡山市　　吉住　栄重　50,000円
　○八王子市　山浦　傳一　20,000円
　○匿名希望（４名）　 　　100,000円
平成20年10月20日現在
　　　　　　11件　総額　460,000円

【
平
戸
地
区
】

木
田　

連
乃
祐 

康
人 

木
引
田
町

井
元　

蓮
志 

将
貴 

西
の
久
保

森
永　

美
海 

勝
敏 

大
野

古
川　

悠
斗 

浩
司 

上
大
垣

山
野　

珠
莉 

勝
一
郎 

神
崎

中
野　

海 

靖 

下
大
垣

塚
本　

花
菜
芽 

守 

水
垂

小
田　

希
利
哉 

真
吾 

田
崎

浦
邉　

歩
夢 

武
男 

前
津
吉
浜

村
田　

裕
翼 

寛
二 

獅
子
第
2

【
生
月
地
区
】

田
渕　

龍
馬 

一
夫 

元
触

近
藤　

美
友 

暁 

舘
浦
浜

花
田　

梨
乃 

健
二 

壱
部

里
美　

凛
太
朗 

豪
海 

元
触

【
田
平
地
区
】

山
口　

仁
成 

健
司 

下
里

大
久
保　

妃
花 

功
貴 

米
の
内

田
川　

悠
朔 

剛
士 

福
崎

牧
山　

敬
丞 

隆
司 

南
荻
田

【
平
戸
地
区
】

本
多　

マ
サ 

89
歳 
9
／
13 

下
中
津
良

松
本　

稔 

79
歳 
9
／
13 

大
久
保

山
口　

綾
子 

89
歳 
9
／
16 

鮎
川

岡
田　

直
人 

89
歳 
9
／
19 

鮎
川

島
本　

延
義 

74
歳 
9
／
20 

神
崎

山
口　

ミ
カ 

88
歳 
9
／
20 

志
々
伎
浦

平
田　

保 

75
歳 
9
／
20 

川
内
浦

豊
住　

義
久 

71
歳 
9
／
24 

中
の
原

川
淵　

ハ
ツ
ヨ 

76
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9
／
26 

薄
香
浦

村
田　

イ
マ 

92
歳 
9
／
28 

根
獅
子
第
4

里
崎　
　

重 

88
歳 
9
／
29 

早
福

坂
尾　

マ
シ 

93
歳 
9
／
30 

紐
差
第
1

亀
渕　

ヤ
ヱ
子 

79
歳 
10
／
1 

大
川
原

松
永　

朗 

72
歳 
10
／
2 

宮
の
浦

谷
山　

勇 

71
歳 
10
／
3 

大
佐
志

小
値
賀　

甫 

72
歳 
10
／
3 

津
吉
中
央

松
尾　

信
幸 

58
歳 
10
／
5 

上
大
垣

小
楠　

ア
イ
子 

91
歳 
10
／
7 

野
子

満
村　

一
雄 

74
歳 
10
／
7 

中
の
原

元
山　

照
美 

53
歳 
10
／
10 

下
大
垣

松
口　

フ
イ　
 

90
歳 
10
／
13 

根
獅
子
第
3

本
山　

泰
寛 

25
歳 
10
／
14 

木
引

木
田　

テ
イ 

98
歳 
10
／
14 

紺
屋
町

【
生
月
地
区
】

鶴
田　

幸
市 

71
歳 
9
／
17 

御
崎

末
永　

勇 

83
歳 
9
／
25 

舘
浦
潮
見

眞
辺　

エ
ツ 

85
歳 
9
／
25 

舘
浦
屋
敷

黒
木　

ハ
ツ
エ 

80
歳 
9
／
30 

浦
南

𠮷
永　

キ
ク 

99
歳 
10
／
12 

浦
南

【
田
平
地
区
】

谷
口　

フ
サ
ヨ 

97
歳 
9
／
19 

永
田

立
石　

ス
エ 

93
歳 
9
／
19 

山
内

山
口　

ハ
ツ
ヱ 

88
歳 
10
／
4 

永
田

末
吉　

ス
ヨ 

91
歳 
10
／
9 

西
荻
田

稲
澤　

喜
作 

75
歳 
10
／
14 

平
戸
口

　
　
　
　
　
　
　
（
9
／
16
〜
10
／
15
受
付
分
）

　

平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
戸
大
橋

回
数
券
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
土
・
日
・
祝

祭
日
も
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
販
売
場
所　

平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
レ

　

ス
ト
ハ
ウ
ス
内
）

○
回
数
券
の
種
類（
一
部
紹
介
）

▼
普
通
車
60
回
券　

５
２
５
０
円

▼
大
型
車
60
回
券　

７
８
８
０
円

　

県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者
の
支
援
を
充
実

強
化
す
る
た
め
、
11
月
を
強
化
月
間
に
定
め
、

広
報
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

被
害
に
遭
っ
た
人
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
警
察
安
全
総
合
相
談

　

☎
０
９
５‐

８
２
３‐

９
１
１
０

▼
心
の
相
談
窓
口（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

　

心
の
悩
み
）

　

☎
０
９
５
７‐

52‐

７
８
６
７

▼
民
間
被
害
者
支
援
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎

　

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
火
〜
土
曜
日
）

　

☎
０
９
５‐

８
２
０‐

４
９
７
７

　

子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
ん
で
い
て
も
子
ど
も

に
恵
ま
れ
な
い
ご
夫
婦
は
、
お
よ
そ
10
組
に
１

組
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
不
妊
治
療

の
う
ち
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定
不

妊
治
療（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）に
つ

い
て
、
そ
の
治
療
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
こ
ど
も
家
庭
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
助
成
限
度
額　

年
間
２
回
で
20
万
円

※
不
妊
に
関
す
る
相
談
は
、
県
北
保
健
所（
☎

　

57‐

３
９
３
３
）で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
内
各
地
で
今
な
お
伝
承
さ
れ
て
い
る
カ
ク

レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
や
行
事
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
サ
ミ
ッ

ト
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
29
日（
土
）午
後
０
時
30
分
〜
、

　

30
日（
日
）午
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　

根
獅
子
小
学
校
体
育
館（
29
日
）、

　

根
獅
子
町
公
民
館（
30
日
）

○
内　

容

▼
29
日　

殉
教
遺
跡
発
掘
の
報
告
、
オ
ラ
シ
ョ

　

公
演
、
パ
ネ
ル
討
論
会
、
生
月
・
五
島
・
外

　

海
の
信
者
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
な
ど

▼
30
日　

根
獅
子
散
策
コ
ー
ス
見
て
歩
き（
①

　

根
獅
子
歴
史
の
道
コ
ー
ス
②
祈
り
と
癒
し
の

　

コ
ー
ス
）

○
交
流
会
参
加
費　

５
０
０
０
円

　

長
崎
県
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
30
日（
木
）

か
ら
１
時
間 

６
２
８
円（
９
円
増
）に
改
正
さ

れ
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
長
崎
県
内

の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
６
日（
土
）午
後
６
時
30
分

　

〜
午
後
９
時

○
と
こ
ろ　

佐
々
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

○
講　

師　

元
橋　

康
雄 

氏

　
　
　
　
　
（
管
理
者
養
成
学
校
校
長
）

○
演　

題　

人
材
育
成
と
企
業
活
性
化
の
条
件

○
入
場
料　

５
０
０
円

○
と　

き　

11
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

　

松
浦
火
力
発
電
所
を
一
日
開
放
し
、「
Ｊ‐

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
輪
ン
ダ
フ
ル
ホ
リ
デ
ー
＠
ま
つ
う

ら
２
０
０
８
」を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

松
浦
火
力
発
電
所（
松
浦
市
）

○
内　

容　

発
電
所
見
学
会
、「
炎
神
戦
隊
ゴ
ー

　

オ
ン
ジ
ャ
ー
」シ
ョ
ー
、
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
、
各

　

種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

○
料　

金　

無
料

ま
つ
ぐ
ち　

も
と
や
ま　
　

や
す
ひ
ろ

　
き　

だ　

つ
る
た　
　

こ
う
い
ち

す
え
な
が　

い
さ
む

　
ま
な
べ　

く
ろ
き

よ
し
な
が

た
に
ぐ
ち

た
て
い
し

や
ま
ぐ
ち

す
え
よ
し　

い
な
ざ
わ　
　

き
さ
く

　
き　

だ　
　

れ
ん
の
す
け 

や
す
と

い
の
も
と　
　

れ
ん
じ 

ま
さ
き

も
り
な
が　
　

み　

う 

か
つ
と
し

ふ
る
か
わ　
　

ゆ
う
と 

ひ
ろ
し

や
ま
の　
　

じ
ゅ
り 

し
ょ
う
い
ち
ろ
う

な
か
の　
　

か
い 

や
す
し

つ
か
も
と　
　

か　

な　

め 

ま
も
る

　
お　

だ　
　
　

き　

り　

や 

し
ん
ご

う
ら
べ　
　

あ
ゆ
む 

た
け
お

む
ら
た　
　

ゆ
う
と 

か
ん
じ

　
た
ぶ
ち　
　

り
ょ
う
ま　
 

 

か
ず
お

こ
ん
ど
う　
　

み
ゆ
う 

あ
き
ら

は
な
だ　
　

り　

の 

け
ん
じ

さ
と
み　
　

り
ん
た
ろ
う 

ご
う
か
い

や
ま
ぐ
ち　
　

じ
ん
せ
い 

け
ん
じ

お
お　
く　

ぼ　
　

ひ
め
か 

こ
う
き

　
た
が
わ　
　

ゆ
う
さ
く 

つ
よ
し

ま
き
や
ま　
　

け
い
す
け 

た
か
し

ほ
ん
だ

ま
つ
も
と　

み
の
る

や
ま
ぐ
ち　
　

あ
や
こ

お
か
だ　
　

な
お
と

し
ま
も
と　
　

の
ぶ
よ
し

や
ま
ぐ
ち

ひ
ら
た　

た
も
つ

と
よ
ず
み　
　

よ
し
ひ
さ

か
わ
ぶ
ち　

む
ら
た

さ
と
ざ
き　
　

き
じ
ゅ
う

さ
か
お

か
め
ぶ
ち　

ま
つ
な
が　

ほ
が
ら
か

た
に
や
ま　

い
さ
む

　
お　

じ　

か　
　

は
じ
め

ま
つ
お　

  

の
ぶ
ゆ
き

　
お
ぐ
す　

み
つ
む
ら　
　

か
ず
お

も
と
や
ま　
　

て
る
み
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●母子健康相談 
　（受付　10：00 ～ 10：30） サン･ケア平戸
●ＢＣＧ・３～４か月児健診 
　（受付　13：00 ～ 13：30） サン･ケア平戸

●乳児健診
　（受付　11：45 ～ 12：45） 田平町福祉保健センター

●ポリオ
　（受付　14：00 ～ 14：45） 平戸文化センター

●ポリオ
　（受付　14：30 ～ 15：00） サン・ケア平戸

●１歳６か月児健診
　（受付　13：00 ～ 13：15） 田平町福祉保健センター
●２歳児歯科健診
　（受付　13：15 ～ 13：30） 田平町福祉保健センター

●母子健康相談
　（受付　  9：30 ～ 10：00） 平戸市役所生月支所
●乳児健診
　（受付　12：15 ～ 12：45） 平戸文化センター

●ポリオ
　（受付　13：45 ～ 14：15） 平戸市役所生月支所

●文化の日 ●振替休日

●勤労感謝の日

●チャイルドクラブ
　（受付　  9：30 ～ 11：30） 山田児童館
●乳児健診
　（受付　13：30 ～ 13：45） 大島診療所
●２歳児健診
　（受付　13：50 ～ 14：00） 大島診療所

●献血
　（受付　  9：30 ～ 11：00） 平戸警察署
　（受付　11：30 ～ 13：00） 平戸市消防署
　（受付　14：00 ～ 16：00） 県民信用組合平戸支店
●１歳６か月児健診・２歳児歯科健診
　（受付　13：00 ～ 13：15） 平戸市役所生月支所

土

日

月

火

水

木

金

土

日
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27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

土

日
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火

水

木

金

土

日

月

火
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木

金

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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14
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16

17

18
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20

21

○特定健診の個別健診を行っています。
　平戸市国民健康保険では、11月28日（金）まで特定健診の個別健診を実
施しています。集団健診を受診されなかった人、まだ個別健診を受診され
ていない人は、ぜひ受診してください。特定健診を受診の際は、必ず受診
券と保険証を持参してください。

＜特定健診＞
　○対象者　40歳～ 74歳までの国民健康保険加入者
　　　また、同時に75歳以上の後期高齢者医療加入者および30歳代の国
　　民健康保険加入者に健康診査を実施しています。
　○個別健（検）診実施医療機関
　　　４月に配布しました健（検）診日程表でご確認ください。なお、日
　　程表を紛失された人は、下記までお問い合わせください。
　※がん検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診については、国保以外の
　　人でも各検診の対象年齢を満たす人であれば個別検診の際に受診でき
　　ます。

○特定健診を受診しないと国民健康保険税にも影響がでてきます。
　平成20年度からの医療制度改革により、基本健康診査から特定健康診
査へと変わり、実施主体も各市町村から各医療保険者へと変わりました。
　また、平成24年度までに健診受診率などが国の示す基準（65％）に満た
ない場合は、各医療保険者が負担する後期高齢者支援金が加算されること
となり、最大で10％、金額にすると約１億2,000万円にもなります。この
加算金を補うため、みなさんが納付されている国民健康保険税を増額しな
ければならなくなることが考えられます。現在の試算では、一人あたり年
間約4,000円の保険税増額となります。
　国が示した特定健診受診率は65％ですが、現在の平戸市の受診率は
20％（平成20年８月末）です。自分の健康を守るため、みんなの保険料を
大切に使うため、まだ特定健診を受診されていない人は、ぜひ受診される
ようお願いします。

特定健診を受診しましょう！特定健診を受診しましょう！特定健診を受診しましょう！

※ 詳しくは、健（検）診日程表・母子保健事業日程表・予防接種日程表をご覧ください。

サン・ケア平戸（平戸市保健センター）

生月支所市民協働課福祉保健班

田平支所市民協働課福祉保健班

大島支所市民協働課福祉保健班

☎28－1000

☎53－2111

☎57－0977

☎55－2511

☎お問い合わせ先

健康カレンダー
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～健康は我が家の宝・市の宝～



2008

●いきつき勇魚まつり
　（生月支所前漁港用地広場）
　9：00 ～ 15：30

●市美術展覧会平戸地区
　（～３日）
　（平戸文化センター）
　9：00 ～ 19：00

●平戸市秋の産業まつり
　「平戸よかよかじまん市」
　（～16日）（平戸港交流広場）
　9：00 ～ 17：00
●第４回平戸市児童読書感
　想発表大会
　（北部公民館大ホール）
　13：00 ～ 17：00

●第７回小学生10人11脚(５
　人６脚)競走大会
　（赤坂野球場）
　8：30 ～ 12：00
●カクレキリシタンの里サ  
　ミット（～ 30日）
　（根獅子小学校体育館）
　12：30 ～

●平戸・松浦地区観光人材
　育成プロジェクト
　「観光おもてなし人材育成
　コース」第３回基礎講座
　（大島村離島開発総合セン
　ター）
　19：00 ～ 21：00

●市民総合相談
　（市ふれあいセンター）
　13：00 ～ 16：00

●平戸・松浦地区観光人材
　育成プロジェクト「観光お
　もてなし人材育成コース」
　第１回基礎講座（生月中央
　公民館）14：00 ～ 16：00

●平戸・松浦地区観光人材
　育成プロジェクト（目玉商
　品・新土産品開発人材育
　成コース第4回基礎講座）
　（たびら活性化施設[研修
　室1･2]）
　14：00 ～ 16：00

●第24回大島村ふるさとま
　つり（大島支所前広場）
　10：00 ～ 15：00
●生月・田平町火災予防啓
　発車両パレード
　（生月・田平地区）
　9：00 ～ 12：00

●平成20年度「食」のワークショッ
　プ‐平戸素材の劇場‐『根獅子
　の文化と究極のおにぎり』（根獅
　子公民館）9：00～ 17：00
●納税相談休日窓口（市役所税　
　務課）9：00～ 17：00

●市美術展覧会大島地区（～
　９日）（大島村離島開発総
　合センター）
　9：00～ 19：00
●第６回平戸市民生涯学習
　講演会「いじめ・逆境に強
　い子を育てる10の心得」
　（平戸文化センター大ホール）
　19：00～ 20：30

●第29回大島村文化祭（～
　９日）（大島村離島開発総
　合センター）8：30～
●大島村火災予防啓発車両
　パレード（大島地区）
　10：00～ 12：00
●第60回長崎県民体育大会
　（～９日）（佐世保市[主会
　場]）

●文化の日
●平戸文化まつり
　（平戸文化センター）
　13：00 ～ 16：00

●振替休日

●勤労感謝の日

●火災予防運動啓発パレー
　ド（消防本部～平戸港交
　流広場）
　9：00 ～ 12：00

●田平地区戦没者慰霊式　
　（田平町民センター）
　10：00 ～ 12：00

●市美術展覧会生月地区
　（～ 16日）
　（生月町開発総合センター）
　9：00 ～ 17：00

●第23回平戸市人権教育研究大
　会（田平町民センター）
　10：00 ～ 16：15
●平戸・松浦地区観光人材育成プ
　ロジェクト「観光おもてなし人
　材育成コース」第２回基礎講座
　（生月支所第2・3会議室）14：00～16：00
●「12ｘおらんだ」作品発表会　
　（松浦史料博物館）19：00～ 20：30
●年金相談（市役所3階会議室　
　A,B）10：00 ～ 15：00
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Hirado City Public  Relations

Mon Tue Wed Thu Fri SatSun

佐世保☎0956-23-4300
＊祝日は前日のテープが流れます。
＊午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容
　のテープが３分間流れます。
＊曜日ごとにテーマが決められ（日替わりメニュー）、月
　ごとに変わります。
＊内容は専門の医師・歯科医師が作ります。

長崎県保険医協会　☎095-825-3829

尊厳死とは

膝の痛みと関節注射

インフルエンザの時期を迎えるにあたって

たかが鼻水、されど鼻水

高齢者と睡眠薬

前立腺炎

月

火

水

木

金

土日

11月健康テレホンプログラム 休日の当番医

くわはら医院

柿添病院

北川病院

青洲会病院

柿添病院

北川病院

青洲会病院

宮の町

鏡川町

浦の町

田平町

鏡川町

浦の町

田平町

電話番号
22-2306
23-2151
22-2344
57-2155
23-2151
22-2344
57-2155

日・曜日
２日（日）

３日（祝・月）

９日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（振・月）

30日（日）

医療機関名

各種相談のお知らせ

◎年金相談
11月18日（火）10：00 ～ 15：00　市役所３階会議室ＡＢ

◎市民総合相談
11月21日（金）13：00～16：00　市ふれあいセンター

◎納税相談休日窓口
11月30日（日）9：00 ～ 17：00　市役所税務課

献血にご協力を
11 月 21 日（金）
　9：30 ～ 11：00　平戸警察署前
11：30 ～ 13：00　平戸市消防署前
14：00 ～ 16：00　県民信用組合平戸支店横
『献血は、身近にできるボランティア』

今月の税

○市税の納期　12月 1日（月）
　国民健康保険税　　　　６期
　介護保険料　　　　　　６期
　後期高齢者医療保険料　５期
『支えあおう　市税はみんなの未来のために』

SATSUN MON TUE WED THU FRI

※「広報ひらど」から抜き取ってご利用ください。
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